
は
じ
め
に
 
 

一
諸
説
の
検
討
 
 

二
 
資
本
主
義
の
「
世
界
性
」
 
 

は
じ
め
に
 
 

第
二
次
大
戦
後
の
現
代
資
本
主
薬
世
界
は
、
マ
ル
ク
ス
が
直
接
照
覧
し
て
、
「
資
本
主
務
的
生
産
棟
式
お
よ
び
こ
れ
に
照
応
す
る
生
産
・
 
 

交
易
諸
関
係
」
 
の
本
性
の
根
本
的
て
つ
挟
を
試
み
た
一
九
世
紀
中
葉
の
自
由
主
義
期
の
資
本
主
義
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
レ
ー
ニ
ン
が
 
 

「
現
在
の
戦
争
と
現
在
の
政
治
と
を
評
価
す
る
た
め
に
」
絶
対
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
、
さ
い
利
に
実
態
分
析
し
た
第
一
次
大
戦
前
の
古
 
 

典
的
帝
国
主
義
に
た
い
し
て
も
、
そ
の
性
格
と
様
相
を
大
幅
に
異
に
し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
現
代
資
本
主
義
は
、
第
一
次
大
 
 

戦
後
以
降
と
い
う
特
定
時
期
に
お
い
て
、
量
産
型
重
化
学
工
業
の
発
達
や
農
工
国
際
分
業
関
係
の
山
朋
壊
等
と
い
う
戦
後
期
特
有
の
諸
条
件
 
 

の
下
で
展
開
し
て
い
る
す
ぐ
れ
て
特
殊
具
体
的
な
資
本
主
義
で
あ
り
、
一
九
世
紀
の
自
由
主
義
的
資
本
主
義
や
第
一
次
大
戦
前
の
古
典
的
 
 

帝
国
主
義
と
は
同
じ
資
本
主
義
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
の
局
面
を
い
ち
じ
る
し
く
相
違
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
古
典
的
帝
国
主
義
等
に
た
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
 
「
世
界
性
」
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
 
「
世
界
性
」
 
 
 

聴  



≡
 
 
 

い
す
る
節
一
次
大
戦
後
以
降
に
お
け
る
現
代
的
資
本
主
義
の
性
格
と
局
面
の
差
異
の
弁
別
が
、
現
代
資
本
主
務
論
の
出
発
点
に
な
る
の
は
 
 
 

諭
を
ま
た
な
い
。
 
 
 

初
め
に
、
こ
の
点
に
焦
点
を
あ
て
て
、
伝
統
的
な
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
「
回
独
資
論
」
や
昨
今
流
行
の
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
お
よ
 
 

び
宇
野
理
論
等
の
代
表
的
現
代
資
本
主
義
論
の
見
解
を
か
ん
た
ん
に
概
観
・
検
討
し
、
問
題
要
所
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。
 
 

一
語
説
の
検
討
 
 

ま
ず
、
周
知
の
ス
タ
ー
リ
ン
流
の
「
全
般
的
危
機
諭
」
や
レ
ー
ニ
ン
等
の
 
「
団
独
資
論
」
は
、
第
一
次
大
戦
前
の
古
輿
的
帝
国
主
義
と
 
 

現
代
資
本
主
義
の
相
違
を
、
ソ
連
等
「
社
会
主
義
国
」
 
の
出
現
や
耽
界
大
戦
勃
発
等
国
際
的
政
治
条
件
の
変
化
に
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
に
 
 

そ
の
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
前
者
は
、
第
一
次
大
戦
後
の
ソ
連
「
社
会
主
薬
国
」
の
成
立
－
単
一
の
世
界
市
場
の
解
体
＝
世
界
市
場
の
 
 

狭
あ
い
化
－
資
本
主
義
世
界
の
長
期
経
済
停
滞
。
衰
退
－
世
界
資
本
主
義
の
全
面
的
崩
壊
の
危
機
（
一
国
資
本
主
義
の
危
機
に
と
ど
ま
ら
 
 

な
い
）
 
1
国
家
的
機
構
に
よ
る
資
本
主
義
の
補
強
の
時
代
と
し
て
、
ま
た
後
者
は
、
世
界
大
戦
や
世
界
恐
慌
の
勃
発
－
そ
の
危
機
に
対
応
 
 

す
る
政
府
統
制
強
化
等
国
家
の
経
済
介
入
。
役
割
の
増
大
（
＝
金
融
資
本
と
国
家
的
機
構
の
融
合
・
癒
着
の
強
化
）
 
1
独
占
資
本
主
義
の
 
 

（
1
）
 
 

再
編
成
の
体
制
＝
「
国
家
独
占
資
本
主
義
」
と
し
て
、
現
代
資
本
主
義
を
そ
れ
ぞ
れ
位
置
付
け
∴
疋
姦
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

川
 
ス
タ
ー
リ
ン
『
ソ
同
盟
に
お
け
る
社
会
主
薬
の
経
済
的
諮
問
鴇
』
 
（
国
民
文
庫
社
、
一
九
垂
二
年
）
、
撃
二
輩
、
レ
ー
ニ
ン
「
ロ
シ
ア
社
会
民
 
 
 

主
労
働
党
第
七
回
全
国
協
議
会
」
、
同
「
パ
ン
と
平
和
の
た
め
に
」
（
『
レ
ー
ニ
ン
全
集
』
第
二
呵
第
二
六
巻
）
お
よ
び
降
旗
節
雄
『
マ
ル
ク
ス
経
 
 
 

済
学
の
理
論
構
造
』
 
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
）
、
第
四
篇
第
2
輩
、
越
柑
信
三
郎
編
『
最
近
の
独
占
研
究
』
ニ
革
渾
経
済
新
報
社
、
一
九
五
九
 
 

年
）
、
第
二
牽
な
ど
参
照
。
 
 
 



同
論
に
も
と
づ
く
、
ア
メ
リ
カ
・
日
本
等
の
現
代
資
本
主
義
を
対
象
に
し
た
分
析
と
し
て
、
ソ
同
盟
科
学
院
経
済
研
究
所
・
川
内
唯
彦
訳
『
ア
 
 

メ
リ
カ
経
済
の
軍
事
化
と
恐
慌
上
・
下
巻
』
 
（
大
月
書
店
、
一
九
五
五
年
）
、
H
．
L
亡
m
e
r
u
 
W
a
r
 
E
c
O
n
O
m
y
 
a
n
d
 
C
r
i
s
i
s
」
短
革
小
椋
広
勝
訳
 
 

『
戦
争
経
済
と
恐
慌
』
 
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
五
年
）
、
く
．
P
e
r
1
0
r
－
T
h
e
E
m
p
i
r
e
O
f
買
g
h
F
i
n
a
n
c
e
L
誤
可
｝
横
尾
孝
訳
『
最
高
の
金
融
帝
国
』
 
 

（
合
同
出
版
、
一
九
五
八
年
）
、
宇
佐
美
誠
次
郎
・
井
上
晴
丸
G
。
危
機
に
お
け
る
日
本
資
本
主
義
の
構
造
』
 
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
山
年
）
、
林
直
通
 
 

『
現
代
の
日
本
経
済
第
二
版
』
 
（
青
木
書
店
、
一
九
八
一
年
）
 
な
ど
が
あ
る
。
 
 

右
の
議
論
に
た
い
し
て
は
、
体
制
外
部
の
「
社
会
主
義
国
」
 
の
出
現
と
そ
の
存
在
自
体
が
な
ぜ
資
本
主
務
世
界
の
経
済
的
・
政
治
的
脆
 
 

弱
化
と
そ
の
崩
壊
の
危
機
に
つ
な
が
る
の
か
の
必
然
性
が
全
く
不
明
で
あ
る
と
か
 
ー
 
地
理
的
な
世
界
市
場
の
狭
陰
化
か
ら
た
だ
ち
に
資
 
 

本
主
薬
世
界
の
「
販
売
市
場
の
諸
条
件
…
…
悪
化
」
「
諸
企
業
の
操
短
」
の
「
増
大
」
や
長
期
経
済
停
滞
を
導
く
の
は
、
資
本
主
義
市
場
が
 
 

内
包
的
に
も
拡
大
し
う
る
こ
と
を
無
視
し
た
理
論
上
・
事
実
上
で
も
謬
見
で
あ
り
 
（
た
と
え
ば
柳
田
侃
「
現
代
世
界
に
お
け
る
危
機
の
構
 
 

造
」
『
講
座
マ
ル
ク
ス
主
義
1
1
巻
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
七
〇
年
、
九
三
京
、
大
内
秀
明
『
宇
野
経
済
学
の
基
本
問
題
』
、
現
代
評
論
社
、
 
 

一
九
七
一
年
、
一
四
八
東
、
な
ど
参
昭
…
）
、
さ
ら
に
「
社
会
主
義
」
の
現
実
化
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
イ
ン
パ
ク
ト
も
た
ん
に
反
体
制
勢
 
 

力
を
政
治
的
に
糾
合
。
統
一
化
す
る
効
果
を
も
つ
の
に
す
ぎ
ず
、
た
だ
ち
に
そ
れ
が
反
体
制
勢
力
を
伸
長
す
る
要
因
に
な
る
わ
け
で
は
な
 
 

い
 
－
、
ま
た
「
国
独
資
」
＝
戦
時
統
制
経
済
あ
る
い
は
大
恐
慌
対
応
体
制
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
所
詮
一
時
的
性
格
の
体
制
に
す
ぎ
な
く
 
 

な
る
の
で
あ
り
、
戦
後
に
「
戦
時
統
制
が
ゆ
る
め
ら
れ
、
『
自
由
化
』
が
す
す
ん
で
く
る
と
…
…
そ
れ
で
も
な
お
か
つ
国
家
独
占
資
本
主
義
 
 

が
存
続
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
か
、
そ
れ
は
消
え
さ
っ
た
と
い
う
べ
き
か
…
…
き
め
よ
う
が
な
い
」
 
（
大
内
力
『
国
家
独
占
資
本
主
義
』
、
 
 

東
大
出
版
会
、
一
九
七
〇
年
、
六
〇
東
）
な
ど
と
い
う
難
点
が
一
般
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
何
と
い
っ
て
も
両
論
の
最
大
の
問
題
点
は
、
 
 

戦
前
の
古
典
的
帝
国
主
義
に
た
い
す
る
第
一
次
大
戦
後
以
降
の
資
本
主
養
経
済
過
程
の
構
造
的
変
化
の
事
実
が
無
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
 
「
世
界
性
」
 
 
 



三
四
 
 
 

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
経
済
過
程
に
つ
い
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
説
は
、
単
純
な
ブ
ハ
ー
リ
ン
流
の
 
「
過
少
消
費
税
」
 
に
立
脚
し
て
資
 
 

本
主
義
一
般
に
共
通
す
る
生
産
増
加
に
比
し
て
の
市
場
の
相
対
的
不
足
化
傾
向
が
、
第
一
次
大
戦
後
の
 
「
社
会
主
義
国
」
 
の
世
界
市
場
か
 
 

ら
の
離
脱
に
よ
り
量
的
に
よ
り
激
化
し
、
「
市
場
間
題
の
先
鋭
化
」
「
企
業
の
慢
性
的
操
短
」
「
恒
常
的
な
大
量
失
業
」
が
生
じ
て
い
る
と
い
 
 

う
の
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
レ
ー
ニ
ン
 
「
国
独
資
諭
」
も
、
戦
前
同
様
の
金
融
資
本
的
蓄
積
展
開
を
い
ぜ
ん
と
し
て
前
提
に
し
、
そ
の
上
で
金
 
 

融
資
本
と
国
家
的
機
構
の
融
合
・
癒
着
関
係
が
よ
り
強
化
・
拡
大
し
、
そ
の
意
味
で
生
産
の
社
会
化
が
よ
り
一
層
進
展
し
て
い
る
と
い
う
 
 

だ
け
で
あ
り
、
両
論
と
も
大
戦
前
の
古
典
的
帝
国
主
義
の
そ
れ
と
第
一
次
大
戦
後
以
降
に
お
け
る
資
本
主
義
の
経
済
過
程
は
基
本
的
に
変
 
 
 

ら
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
裳
は
ら
の
関
係
で
政
治
的
条
件
の
変
化
が
極
度
に
重
視
さ
れ
、
戦
後
の
国
際
政
治
的
要
因
に
も
 
 

と
づ
い
て
、
古
典
的
帝
国
主
義
と
現
代
資
本
主
義
と
を
区
別
す
る
両
論
の
主
張
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
第
一
次
大
 
 

戦
後
に
お
け
る
耐
久
消
費
財
産
業
を
基
軸
と
す
る
量
産
型
重
化
学
‡
業
生
産
力
の
形
成
・
産
業
構
造
の
高
度
化
、
伝
統
的
な
農
工
国
際
分
 
 

業
関
係
の
崩
壊
、
一
部
後
進
国
の
工
業
化
な
ど
と
い
っ
た
重
大
な
経
済
的
変
化
が
全
く
無
視
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
諸
要
因
に
よ
る
世
界
的
規
 
 

模
で
の
金
融
資
本
的
著
積
展
開
の
行
詰
り
、
構
造
的
大
農
失
業
の
累
積
、
世
界
農
業
不
況
の
発
現
、
そ
し
て
そ
う
し
た
経
済
的
事
情
に
「
社
 
 

会
主
義
国
」
出
現
や
労
働
勢
力
の
増
大
等
の
政
治
的
要
因
が
結
び
つ
い
て
、
戦
後
期
特
有
の
資
本
主
義
世
界
の
体
制
的
危
機
が
具
体
的
に
 
 

醸
成
さ
れ
、
金
融
資
本
的
政
策
を
こ
え
る
新
し
い
 
「
国
独
資
」
的
政
策
に
よ
る
体
制
維
持
の
た
め
の
現
代
国
家
的
対
応
が
必
然
化
し
て
、
 
 

ヘ
リ
こ
（
J
）
 
 

現
代
資
本
主
義
へ
転
化
す
る
関
連
が
看
過
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

脚
 
わ
が
国
の
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
論
者
の
多
く
も
、
右
の
 
「
園
独
資
諭
」
等
と
ほ
ぼ
同
様
な
見
解
を
と
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
鶴
田
満
彦
氏
 
 

は
、
「
国
家
独
占
資
本
主
義
は
、
危
機
に
お
け
る
回
家
の
経
済
過
程
へ
の
介
入
と
い
う
」
「
あ
ら
た
な
形
態
と
特
徴
を
も
っ
た
独
占
資
本
主
義
に
ほ
 
 

か
な
ら
な
い
」
。
「
資
本
主
義
と
社
会
主
義
と
の
体
制
的
対
立
」
と
い
う
「
全
般
的
危
機
の
も
と
で
＝
…
・
経
済
的
国
家
主
我
を
」
「
資
本
主
義
が
本
来
 
 
 



的
に
も
L
 
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
「
経
済
的
国
家
主
義
」
な
い
し
「
国
家
独
占
資
本
主
義
へ
の
傾
向
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
危
機
の
さ
 
 
 

い
に
…
…
あ
ら
わ
れ
」
、
そ
し
て
戦
後
一
九
二
〇
年
代
の
再
建
国
際
金
本
位
制
の
下
で
「
い
ち
お
う
潜
在
的
な
も
の
」
と
な
り
、
そ
の
後
「
一
九
三
 
 
 

〇
年
代
の
大
不
況
の
な
か
で
い
っ
そ
う
強
ま
り
、
経
済
生
活
の
基
礎
に
定
着
す
る
」
に
い
た
っ
た
、
と
主
張
さ
れ
て
い
る
 
（
鶴
田
滴
彦
『
独
占
資
 
 
 

本
主
義
分
析
序
論
』
、
有
斐
閣
、
一
九
七
二
年
、
二
閃
〓
∴
 
二
一
九
、
二
三
九
1
囲
○
京
）
。
同
説
の
よ
う
に
、
現
代
資
本
主
義
な
い
し
「
国
家
独
 
 
 

占
資
本
主
義
は
…
…
国
家
の
経
済
過
程
へ
の
介
入
」
を
本
質
と
し
、
た
だ
「
そ
の
具
体
的
な
形
態
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
本
主
義
国
の
お
か
れ
た
客
 
 
 

観
的
条
件
と
危
機
の
す
る
ど
さ
に
お
う
じ
て
異
な
」
る
 
（
同
、
二
四
一
－
四
二
東
）
 
の
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
は
、
古
典
的
帝
国
主
義
と
現
代
 
 
 

貸
本
主
義
と
は
国
家
の
経
済
介
入
の
程
度
の
差
、
巌
的
差
異
に
あ
る
の
に
し
か
す
ぎ
ず
、
「
国
家
的
経
済
統
制
が
ど
の
程
度
に
な
れ
ば
国
家
独
占
資
 
 
 

本
主
義
と
い
っ
て
い
い
の
か
」
、
ま
た
そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
は
「
か
な
ら
ず
し
も
明
確
で
は
な
」
く
（
大
内
力
、
前
掲
、
五
九
頁
）
、
両
者
の
区
別
 
 
 

が
つ
か
ず
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
金
融
資
本
政
策
と
区
分
さ
れ
る
現
代
資
本
主
義
的
政
策
の
本
質
や
金
融
資
本
図
表
と
興
る
体
制
維
持
を
第
一
義
と
 
 
 

す
る
現
代
国
家
の
本
質
的
役
割
も
全
く
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
同
税
で
は
、
二
九
年
枇
界
恐
慌
な
い
し
三
〇
年
代
不
況
が
、
以
前
 
 
 

の
そ
れ
と
同
様
な
た
ん
な
る
恐
慌
や
不
況
に
止
ら
な
か
っ
た
と
い
う
そ
の
特
殊
歴
史
性
が
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
に
、
な
ぜ
「
凶
独
資
」
体
制
が
「
一
 
 
 

九
三
〇
年
代
の
大
不
況
」
に
よ
っ
て
「
達
者
」
し
、
そ
れ
以
降
恒
久
化
し
た
の
か
の
事
由
が
全
く
不
明
で
あ
る
。
ソ
連
「
社
会
主
義
国
」
の
成
立
 
 
 

に
と
も
な
う
「
全
般
的
危
機
」
状
況
下
の
恐
慌
で
あ
る
の
か
な
い
の
か
の
適
い
に
よ
る
と
い
う
説
明
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
前
述
の
ス
タ
ー
リ
ン
「
全
 
 
 

般
的
危
機
説
」
に
対
す
る
の
と
同
様
な
批
判
1
「
全
般
的
危
機
」
1
資
本
主
義
の
体
制
的
危
機
↓
国
家
の
横
様
的
経
済
介
入
の
必
然
性
は
か
な
 
 
 

ら
ず
し
も
導
か
れ
え
な
い
1
が
あ
て
は
ま
り
、
ま
た
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
」
の
「
現
実
的
…
…
成
長
」
が
「
資
本
主
轟
の
矛
盾
の
処
理
方
法
に
 
 
 

重
大
な
制
約
を
与
え
」
た
 
（
同
、
二
三
阿
東
）
 
と
い
う
の
も
は
な
は
だ
疑
問
で
あ
る
。
第
一
次
大
戦
後
以
降
に
従
前
の
よ
う
な
金
融
資
本
的
過
剰
 
 
 

資
本
の
対
外
的
処
理
が
途
絶
・
制
約
さ
れ
た
の
は
、
主
に
農
工
国
際
分
業
の
崩
壊
＝
世
界
農
業
不
況
等
の
経
済
条
件
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
た
ん
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
「
世
界
性
」
 
 
 

五   



買
 
 

に
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦
が
一
回
社
会
主
義
と
い
う
形
で
現
実
的
に
成
長
し
っ
つ
あ
っ
た
こ
と
」
 
（
同
）
 
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 
 

そ
の
他
、
正
統
派
の
長
老
格
で
あ
る
島
恭
彦
氏
も
、
「
園
独
饗
は
資
本
、
玉
義
の
危
機
に
対
応
す
る
た
め
に
、
国
家
権
力
を
も
っ
て
補
強
さ
れ
た
 
 

独
占
資
本
の
支
配
体
制
金
融
寡
頭
制
で
」
あ
る
、
「
国
独
資
」
は
「
第
一
次
大
戦
と
社
会
主
義
革
命
の
時
期
に
、
資
本
主
義
諸
団
に
成
立
し
」
、
体
 
 

制
外
部
の
「
社
会
主
義
の
強
化
と
発
展
、
そ
れ
か
ら
く
る
資
本
主
義
の
危
機
の
抹
化
…
…
に
対
応
」
し
て
「
発
展
」
し
て
い
る
（
島
恭
彦
他
編
云
マ
 
 

ル
ク
ス
経
済
学
講
座
第
3
巻
』
、
有
難
間
、
一
九
七
〇
年
、
九
、
一
〇
貫
）
 
と
レ
ー
ニ
ン
や
鶴
田
氏
な
ど
と
同
様
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
 
 

佃
 
な
お
、
右
の
 
「
団
独
楽
論
」
等
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
の
現
代
資
本
主
義
諭
は
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
資
本
主
義
の
未
曾
有
な
高
度
経
 
 

済
成
長
の
事
実
と
の
不
整
合
性
を
暴
露
し
て
、
高
成
長
の
進
行
に
つ
れ
て
し
だ
い
に
そ
の
信
桐
と
権
威
を
失
墜
し
、
さ
ら
に
八
〇
年
代
末
の
ソ
連
・
 
 

東
欧
「
社
会
主
義
」
体
制
の
解
体
と
そ
れ
に
と
も
な
う
「
社
会
主
義
」
優
越
論
の
互
壊
に
よ
っ
て
大
打
撃
を
う
け
て
息
の
根
を
と
め
ら
れ
、
今
日
 
 

で
は
全
く
顧
り
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
経
済
原
理
論
や
資
本
主
義
の
発
展
段
階
諭
を
基
準
に
し
て
み
る
と
、
 
 

第
一
次
大
戦
後
以
降
の
資
本
主
義
が
世
界
史
的
に
資
本
主
務
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
歴
史
的
に
位
置
す
る
と
い
う
同
論
の
時
代
認
識
は
か
 
 

な
ら
ず
し
も
不
当
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
封
建
制
か
ら
資
本
制
へ
の
移
行
期
＝
資
本
の
原
蓄
な
い
し
資
本
主
義
の
生
成
過
程
が
三
世
紀
聞
に
 
 

も
お
よ
ん
だ
歴
史
的
事
実
を
み
れ
ば
、
資
本
主
義
か
ら
社
会
主
義
へ
の
過
渡
期
が
わ
ず
か
数
十
年
な
い
し
一
世
紀
未
洞
で
す
む
と
は
考
え
に
く
い
 
 

と
い
う
一
部
論
者
の
主
張
に
も
根
拠
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
資
本
家
的
機
構
と
資
本
形
態
を
と
お
さ
ず
に
、
そ
れ
と
は
別
個
の
社
食
形
態
に
よ
る
、
 
 

「
労
働
力
商
品
化
」
 
の
奥
の
止
楊
の
上
で
の
直
接
的
生
産
者
主
体
に
組
織
化
さ
れ
た
方
式
に
も
と
づ
き
「
経
済
原
則
」
が
充
足
さ
れ
る
社
全
体
制
 
 

へ
、
行
き
つ
戻
り
つ
試
行
錯
誤
を
く
り
返
し
な
が
ら
相
当
の
時
間
を
か
け
て
、
世
界
史
は
進
捗
し
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
と
い
え
よ
う
。
 
 
 

右
の
よ
う
に
、
戦
前
釆
の
正
統
派
的
旧
説
が
政
治
的
要
因
重
視
に
偏
侍
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
い
わ
ば
第
二
次
大
戦
後
新
派
の
「
構
 
 

造
改
革
派
」
論
や
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
お
よ
び
宇
野
理
論
は
、
む
し
ろ
経
済
的
要
図
に
着
日
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
の
経
済
的
側
面
な
 
 
 



い
し
経
済
過
程
の
変
化
に
、
古
典
的
帝
国
主
義
と
戦
後
の
現
代
資
本
主
義
の
区
別
の
基
準
を
共
通
し
て
求
め
て
い
る
。
 
 

そ
の
う
ち
ま
ず
、
戦
後
資
本
主
義
の
高
度
経
済
成
長
の
現
実
と
そ
れ
に
伴
う
社
会
的
。
政
治
的
雰
囲
気
を
背
景
に
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
 
 

判
と
も
結
び
つ
き
な
が
ら
、
正
統
派
の
鬼
子
と
し
て
台
鎖
し
て
き
た
「
構
造
改
革
派
」
諭
に
つ
い
て
み
る
と
、
同
論
は
、
戦
後
の
 
「
生
産
 
 
 

諸
力
の
急
速
な
発
展
と
そ
の
性
格
の
質
的
飛
躍
」
 
（
野
村
昭
夫
・
柳
田
侃
『
現
代
世
界
経
済
論
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
七
三
年
、
三
二
一
 
 
 

貫
）
、
工
業
「
生
産
力
の
水
準
と
そ
の
性
格
」
 
（
長
洲
一
二
他
『
7
0
年
代
の
経
済
』
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
〇
年
、
一
四
頁
）
の
変
化
を
摘
 
 

出
し
、
そ
れ
を
第
一
義
的
な
決
定
的
要
因
と
し
て
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
二
次
大
戦
後
に
、
「
重
化
学
工
業
と
の
結
合
に
成
功
し
」
 
 
 

た
 
「
消
蟄
財
」
産
業
で
あ
る
自
動
車
・
家
電
等
消
蟄
財
関
連
豊
慮
聖
重
化
学
工
業
や
、
「
原
子
力
・
高
分
子
化
学
・
電
子
ユ
業
・
コ
ン
ピ
ュ
 
 

ー
タ
ー
等
…
…
生
産
諸
力
の
高
度
な
発
展
…
…
新
し
い
性
格
の
生
産
諸
力
」
が
「
も
た
ら
さ
れ
」
 
（
野
村
昭
夫
『
世
界
経
済
と
多
国
籍
企
 
 

業
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
五
年
、
二
〇
〇
頁
、
野
村
。
柳
田
、
前
掲
、
七
頁
）
、
世
界
的
規
模
で
発
達
し
た
。
そ
う
し
た
 
「
五
〇
 
 
 

年
代
尭
以
降
資
本
主
薬
諸
国
に
お
い
て
…
…
確
立
き
れ
た
生
産
力
体
系
」
は
、
一
九
世
紀
の
綿
工
業
や
第
一
次
大
戦
前
の
旧
生
産
手
段
型
 
 

重
化
学
工
業
と
い
っ
た
「
そ
れ
以
前
の
も
の
と
は
ま
っ
た
く
次
元
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
」
 
（
同
、
五
二
面
ご
り
、
そ
れ
ら
を
は
る
か
に
凌
 
 

鶴
す
る
巨
大
生
産
力
水
準
と
規
模
を
も
っ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
新
規
産
業
に
よ
る
い
ち
じ
る
し
い
生
産
力
の
増
進
＝
生
産
の
社
会
化
 
 

の
発
展
に
照
応
し
て
資
本
主
義
的
生
産
関
係
の
社
会
化
が
進
展
し
、
そ
の
結
果
戦
後
資
本
主
義
は
、
古
典
的
帝
国
主
義
と
区
別
さ
れ
、
そ
 
 

れ
を
越
え
る
新
し
い
生
産
関
係
と
し
て
の
「
国
独
資
」
的
段
階
へ
転
化
し
た
。
こ
の
意
味
で
新
し
い
産
業
構
造
の
形
成
・
「
新
し
い
性
格
の
 
 

集
塵
諸
力
」
は
、
「
新
し
い
段
階
へ
の
転
換
を
示
す
指
標
」
 
で
あ
り
、
「
国
独
資
」
と
し
て
の
 
「
資
本
主
義
の
新
段
階
を
規
定
し
て
い
る
」
 
 

（
同
、
七
、
一
七
頁
）
 
根
本
的
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
同
諭
で
は
、
生
産
力
の
発
展
に
対
応
し
て
生
産
関
係
が
規
定
さ
れ
、
変
化
 
 
 

す
る
と
い
う
唯
物
史
観
の
公
式
に
直
接
依
拠
し
て
、
産
菜
構
造
な
い
し
生
産
力
水
準
の
変
化
に
も
と
づ
い
て
、
古
典
的
帝
国
主
義
と
現
代
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
 
「
世
界
性
」
 
 



宍
 
 

T
ユ
 
 

資
本
主
義
と
が
発
展
段
階
的
に
直
せ
つ
裁
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

㈱
 
長
洲
一
二
氏
も
、
第
二
次
大
戦
後
の
「
二
〇
世
紀
後
半
」
に
、
「
現
代
の
生
産
力
の
レ
ベ
ル
‥
…
・
第
三
次
産
業
革
命
期
」
の
現
代
的
生
産
力
が
 
 

発
達
し
た
。
そ
し
て
「
こ
う
し
た
生
産
力
を
容
れ
る
器
と
し
て
＝
…
・
支
配
的
な
資
本
の
性
格
も
変
」
り
、
「
就
業
構
造
な
い
し
階
級
構
造
」
が
「
変
 
 

化
」
し
、
「
総
体
と
し
て
の
経
済
社
会
の
組
織
形
態
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
‥
…
・
『
帝
国
主
義
諭
』
段
階
と
も
興
る
、
い
っ
そ
う
高
次
の
資
本
主
義
 
 

的
組
織
形
態
を
展
開
し
て
い
る
」
（
長
洲
一
二
他
、
前
掲
、
一
四
－
一
六
京
）
と
明
快
に
主
張
し
、
「
生
産
力
の
性
格
と
水
準
…
‥
主
導
産
業
の
在
 
 
 

り
方
」
を
基
準
に
し
て
、
「
軽
工
業
中
心
」
に
よ
る
「
一
九
世
紀
の
段
階
」
、
「
化
学
、
鋼
、
電
気
‥
…
・
内
燃
機
関
、
石
油
」
等
「
重
化
学
工
業
を
中
 
 

心
に
し
た
」
「
二
〇
世
紀
前
半
」
段
階
、
さ
ら
に
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
高
分
子
化
学
、
原
子
力
と
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
…
‥
・
情
報
革
命
と
シ
ス
 
 

テ
ム
産
業
化
」
に
よ
る
「
二
〇
世
紀
後
半
（
第
二
次
大
戦
以
降
）
」
 
（
同
、
一
三
－
鵬
五
頁
）
 
の
現
代
資
本
主
義
段
階
と
、
資
本
主
義
の
発
展
段
階
 
 

を
時
代
区
分
し
て
い
る
。
 
 

（
■
h
）
 
 
 

同
論
の
メ
リ
ッ
ト
。
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
別
に
ゆ
ず
る
と
し
て
、
つ
ぎ
に
近
代
経
済
学
や
マ
ル
ク
ス
経
済
学
な
ど
既
存
の
す
べ
て
 
 

の
支
配
的
経
済
学
に
取
っ
て
代
る
、
「
独
自
の
視
角
、
概
念
、
そ
し
て
分
析
枠
組
を
磨
き
あ
げ
て
き
た
…
…
新
し
い
経
済
理
論
」
（
R
．
B
O
y
e
r
｝
 
 

L
a
T
h
爪
O
r
i
e
d
e
L
a
R
恥
g
u
g
i
O
n
L
諾
m
】
山
田
鋭
夫
訳
『
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
』
、
新
評
論
、
“
九
八
九
 
年
、
二
〇
六
貫
）
 
の
登
場
 
 

の
ふ
れ
こ
み
で
、
八
〇
年
代
に
わ
が
国
に
華
々
し
く
導
入
さ
れ
、
硬
直
化
し
た
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
我
経
済
学
に
あ
き
た
ら
な
い
一
部
若
 
 

い
世
代
の
研
究
者
た
ち
の
強
い
関
心
を
集
め
て
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
「
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
」
に
つ
い
て
、
山
田
鋭
夫
説
を
代
表
例
 
 

と
し
て
み
て
み
る
と
、
そ
の
要
旨
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 

㈱
 
同
諭
に
た
い
し
て
は
、
唯
物
史
観
の
公
式
の
直
接
的
適
用
の
是
非
や
、
古
典
的
帝
国
主
義
と
区
別
さ
れ
そ
れ
に
つ
づ
く
新
し
い
生
産
関
係
と
 
 

し
て
の
 
「
国
独
資
」
 
の
概
念
内
容
お
よ
び
そ
こ
で
の
現
代
的
国
家
の
本
質
的
機
能
が
き
わ
め
て
不
明
瞭
な
こ
と
と
、
さ
ら
に
古
典
的
帝
国
主
務
に
 
 
 



お
け
る
産
業
構
造
な
い
し
生
産
力
水
準
と
現
代
資
本
主
義
に
お
け
る
そ
れ
と
の
適
い
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
メ
リ
ッ
ト
が
認
め
ら
れ
る
 
 
 

に
し
て
も
、
な
ぜ
第
二
次
大
戦
後
に
以
前
の
そ
れ
と
異
質
な
新
し
い
生
産
力
水
準
が
世
界
的
規
模
で
形
成
さ
れ
え
た
か
の
事
由
が
全
く
不
明
で
あ
 
 
 

る
－
た
ん
に
「
戦
後
に
お
け
る
生
産
力
の
巨
大
な
発
展
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
捜
術
革
新
と
そ
の
成
果
で
」
、
そ
れ
は
「
巨
大
科
学
・
技
術
の
進
 
 
 

歩
に
基
礎
を
お
く
」
（
野
村
昭
夫
、
前
掲
、
一
二
、
二
四
四
東
）
と
い
う
だ
け
の
不
十
分
な
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
！
こ
と
な
ど
 
 
 

の
難
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
く
わ
し
く
は
さ
し
あ
た
り
大
内
力
、
前
掲
『
国
家
独
占
』
、
攣
一
軍
拙
著
デ
メ
リ
カ
経
済
論
』
で
、
、
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
 
 

一
九
七
二
年
）
序
章
、
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 

川
 
ま
ず
、
「
ケ
イ
ン
ズ
派
は
」
、
七
〇
年
代
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
以
後
の
「
今
日
の
危
機
の
な
か
で
な
す
す
べ
を
知
ら
ず
に
信
用
失
 
 

墜
し
て
い
ま
っ
た
」
し
、
ま
た
新
古
典
派
や
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
・
合
理
的
期
待
形
成
慧
珊
旦
「
一
九
世
紀
と
は
異
質
な
も
の
と
な
っ
た
二
〇
 
 

世
紀
資
本
主
義
に
対
す
る
歴
ぬ
意
識
」
を
全
く
欠
落
し
、
「
市
場
の
力
が
…
…
均
衡
と
成
長
」
を
実
現
し
う
る
本
来
的
能
力
を
も
っ
て
い
る
 
 

と
か
、
「
諸
市
場
に
お
け
る
価
格
お
よ
び
数
量
は
…
…
諸
資
源
が
す
べ
て
完
全
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
調
節
さ
れ
る
、
と
い
っ
た
仮
説
」
の
上
 
 

に
立
っ
て
い
る
「
市
場
万
能
主
義
の
一
面
」
的
な
「
市
場
中
心
的
な
誤
っ
た
」
理
論
で
あ
る
（
山
田
鋭
夫
『
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
・
ア
プ
ロ
 
 

ー
チ
』
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
一
年
、
一
〇
⊥
「
六
一
頁
、
R
．
B
O
y
e
r
も
p
．
C
i
t
．
親
指
訳
、
二
五
東
）
。
他
方
、
正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
 
 

義
は
「
『
資
本
論
』
を
体
系
ま
る
ご
と
現
代
認
識
の
基
底
に
据
え
」
、
「
現
代
に
お
い
て
」
も
「
一
般
法
則
（
『
資
本
論
』
）
は
、
も
っ
ぱ
ら
変
 
 

形
。
歪
曲
さ
れ
て
発
現
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
歪
曲
史
観
」
に
も
と
づ
く
誤
り
を
犯
し
、
宇
野
理
論
も
、
原
理
諭
・
段
階
諭
、
現
状
分
析
 
 

の
「
三
者
の
疎
遠
化
（
積
み
分
け
な
い
し
相
互
不
干
渉
）
に
帰
着
し
…
…
原
理
諭
の
形
骸
化
と
現
状
分
析
の
無
理
諭
化
…
：
そ
つ
い
っ
た
 
 

並
置
に
終
わ
り
」
、
「
現
状
分
析
は
、
原
理
論
を
忘
れ
て
い
よ
い
よ
『
事
案
』
の
山
に
埋
も
れ
る
こ
と
」
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
石
 
 

田
鋭
夫
、
同
、
四
〇
、
垂
二
真
）
。
榔
要
す
る
に
従
来
の
す
べ
て
の
経
済
理
論
ほ
宇
野
原
理
論
も
含
め
て
、
「
市
場
中
心
的
な
…
…
考
え
L
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
「
世
界
性
」
 
 
 



讐
 
 
 

を
基
本
的
前
提
に
し
、
「
非
市
域
的
関
係
や
社
会
的
制
度
を
捨
象
L
て
」
し
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
根
源
的
欠
陥
が
あ
る
。
「
現
代
経
 
 

済
に
お
い
て
は
、
労
使
間
榛
、
企
業
間
関
係
、
国
際
間
係
を
ほ
じ
め
と
し
て
、
市
域
以
外
の
鋒
済
的
・
政
治
的
・
社
会
的
諸
制
度
が
大
き
 
 
 

な
役
割
を
演
じ
て
い
る
」
。
も
と
も
と
「
資
本
、
仁
義
…
‥
・
の
再
隼
亜
ほ
…
…
社
会
諸
関
係
の
終
体
的
膳
髄
二
制
度
諸
形
態
）
に
よ
り
て
回
路
 
 
 

づ
け
ら
れ
た
、
諸
梱
人
・
諸
集
団
の
汀
軌
総
体
に
よ
り
て
舶
ふ
あ
げ
ー
h
れ
る
も
の
で
あ
」
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
「
資
本
主
題
あ
解
 
 
 

読
の
た
め
に
は
、
市
域
以
外
の
経
済
的
・
社
会
的
諸
制
度
の
も
り
帝
蘭
な
悪
戯
が
…
…
経
済
ザ
の
う
ち
に
婦
人
き
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
 
 
 

へ
同
、
用
二
、
六
∴
、
り
六
、
冊
三
筑
霊
‥
社
会
・
経
済
制
度
の
悪
戯
を
と
く
に
強
瀾
す
る
点
で
、
「
レ
ギ
チ
ラ
シ
オ
ン
諭
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
 
 
 

の
「
桟
心
概
念
は
、
構
造
形
態
な
い
L
制
度
形
態
の
概
念
で
あ
L
り
、
同
理
論
は
、
「
刷
新
」
さ
れ
た
「
制
度
学
派
」
 
完
．
B
O
呵
e
r
－
暑
．
C
i
t
こ
 
 
 

前
掲
訳
、
三
L
、
三
丘
真
）
 
で
あ
る
。
刷
そ
の
ば
あ
い
、
種
々
の
 
「
鋳
幣
…
…
笛
労
働
関
係
、
奴
争
形
態
、
国
家
形
態
、
国
際
体
制
な
ど
 
 

M
・
「
h
二
 
 

の
…
…
調
整
様
式
」
 
（
＝
レ
ギ
さ
フ
シ
オ
ン
）
 
な
い
し
「
制
度
諸
形
態
」
 
の
な
か
で
「
最
も
基
軸
的
か
つ
重
要
な
位
置
を
し
め
る
」
 
の
は
、
 
 
 

何
と
い
っ
て
も
「
位
鼠
労
働
関
係
」
（
「
労
働
編
成
」
お
よ
び
労
饗
団
交
制
に
よ
る
「
賞
金
決
定
」
機
柿
な
ど
）
 
の
そ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
 
 
 

「
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
派
が
最
も
重
視
す
る
制
度
形
態
は
…
…
貫
労
働
関
係
で
あ
」
り
、
「
労
使
関
係
的
視
角
か
ら
接
近
す
る
の
が
レ
ギ
ユ
ラ
 
 

；
⊥
 
 

シ
オ
ン
理
論
の
…
…
特
徴
」
 
（
山
田
鋭
夫
、
前
掲
、
一
〇
四
、
六
二
－
六
三
、
七
三
京
）
で
、
そ
こ
に
核
心
が
あ
る
。
㈱
そ
れ
ゆ
え
主
に
「
賃
 
 
 

労
働
関
係
」
を
基
準
に
し
て
、
資
本
主
義
の
歴
史
的
発
展
段
階
が
区
別
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
一
九
世
紀
の
資
本
主
義
は
、
「
貸
金
の
競
争
的
・
 
 

個
別
的
契
約
制
度
（
貨
労
働
関
係
）
」
中
心
の
「
競
争
的
調
整
様
式
」
と
、
繊
維
お
よ
び
生
産
手
段
型
薮
化
学
の
「
機
械
制
工
業
」
に
よ
る
 
 

「
外
延
的
蓄
積
体
制
」
と
の
結
合
に
よ
る
「
一
九
世
紀
資
本
、
幸
義
」
＝
「
イ
ギ
リ
ス
的
発
展
様
式
」
の
時
代
で
あ
り
（
第
1
図
参
照
）
、
第
 
 
 

二
次
大
戦
後
の
資
本
主
義
は
、
「
労
働
組
合
の
承
認
・
結
成
・
団
体
交
渉
制
度
」
中
心
の
 
「
独
占
的
調
整
様
式
」
と
、
自
動
車
・
家
電
・
住
 
 
 

宅
等
量
産
型
重
化
学
工
業
を
基
軸
と
す
る
「
内
包
的
蓄
積
体
制
」
と
の
組
合
せ
か
ら
な
る
 
「
二
〇
世
紀
資
本
主
義
」
＝
「
フ
ォ
ー
ド
主
義
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的
発
展
様
式
」
 
の
時
代
で
あ
る
 
－
 
こ
こ
で
は
、
戦
後
の
労
働
組
織
 
 

の
発
達
・
労
資
団
交
制
に
も
と
づ
く
「
フ
ォ
ー
ド
主
義
的
賃
金
妥
協
」
 
 
 

（
労
組
に
よ
る
「
テ
ー
ラ
ー
原
理
」
 
の
受
入
れ
と
引
替
え
に
、
企
業
 
 
 

が
「
生
産
性
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
賃
金
」
引
上
げ
を
保
障
す
る
こ
と
）
 
を
 
 
 

基
礎
に
し
て
、
「
生
産
性
上
昇
に
比
例
し
て
実
質
賃
金
が
上
昇
」
－
労
 
 
 

働
者
・
国
民
の
高
賃
金
・
高
所
得
－
大
衆
的
大
量
消
賀
の
増
加
し
葛
 
 

横
拡
大
－
労
働
生
産
性
・
賃
金
上
昇
と
い
う
「
フ
ォ
ー
ド
主
養
の
好
 
 

循
環
」
が
生
じ
、
量
産
型
重
化
学
工
業
を
軸
す
る
高
著
積
・
高
成
長
 
 

が
出
現
し
て
い
る
 
－
。
そ
し
て
 
「
一
九
世
紀
資
本
主
義
」
と
第
二
 
 
 

次
大
戦
彼
の
 
「
l
一
〇
世
紀
資
本
主
義
」
と
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
両
大
 
 

戦
間
期
は
、
第
1
図
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
内
包
的
蓄
積
体
制
 
 

が
」
、
旧
来
の
「
競
争
的
調
整
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
と
い
う
逆
説
的
 
 
 

な
時
代
」
で
、
「
イ
ギ
リ
ス
的
発
展
様
式
か
ら
フ
ォ
ー
ド
主
義
的
発
展
 
 
 

様
式
へ
の
長
い
『
過
渡
期
』
」
で
あ
り
 
－
 
そ
の
「
蓄
積
体
制
と
調
整
 
 

様
式
の
不
適
合
」
な
い
し
両
者
間
の
触
理
か
ら
「
三
〇
年
代
の
戦
間
 
 

期
恐
慌
」
が
爆
発
し
て
い
る
 
－
、
さ
ら
に
一
九
七
三
年
石
油
危
機
 
 

以
降
は
、
「
『
フ
ォ
ー
ド
主
義
的
貸
金
妥
協
』
 
の
崩
壊
」
＝
「
調
整
棟
 
 

四
一
 
 
 



望
 
 
 

式
の
危
機
」
に
よ
り
「
経
済
的
再
生
産
が
閉
塞
状
況
に
陥
っ
た
：
…
土
○
世
紀
末
不
況
」
期
で
、
こ
こ
で
は
「
ト
ヨ
テ
ィ
ズ
ム
」
等
新
し
 
 

（
H
】
 
 

い
「
ポ
ス
ト
・
フ
ォ
ー
デ
ィ
ズ
ム
L
の
発
展
株
式
が
模
索
さ
れ
て
い
る
、
と
特
徴
付
け
ら
れ
て
い
る
（
同
、
八
〇
、
七
八
、
八
一
1
八
四
、
 
 

八
八
、
八
六
、
一
一
八
、
七
六
頁
）
。
 
 
 

㈲
 
同
税
諭
で
は
、
「
調
整
権
式
」
は
「
各
国
各
時
代
に
お
い
て
特
定
の
『
制
度
諸
形
態
』
…
…
な
い
し
『
構
造
諸
形
態
』
…
…
と
し
て
あ
る
」
と
 
 
 

さ
れ
、
「
調
整
様
式
」
と
経
済
社
会
的
諸
「
制
度
」
は
ほ
ぼ
同
義
語
と
し
て
梢
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
諸
個
人
・
諸
グ
ル
ー
プ
の
行
動
を
特
定
 
 
 

の
方
向
に
誘
導
す
る
よ
う
な
、
時
代
的
・
国
民
的
に
樺
定
の
型
を
も
っ
た
ダ
ー
ム
の
ル
ー
ル
』
が
成
立
し
…
…
そ
の
総
体
…
…
が
『
調
整
』
（
レ
 
 
 

ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
）
で
あ
り
、
そ
の
特
定
の
あ
り
か
た
が
『
調
整
様
式
』
な
の
で
あ
る
」
（
同
、
七
二
、
七
〇
京
）
、
「
制
度
諸
形
態
は
…
・
：
集
団
的
お
 
 
 

よ
び
個
人
的
な
諸
行
軌
の
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
則
性
を
作
り
あ
げ
て
い
く
」
（
R
．
厨
O
y
e
r
も
p
．
C
i
t
．
融
掲
訳
、
三
八
彗
と
定
義
さ
れ
て
い
 
 

る
。
 
 
 

の
 
「
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
の
基
本
視
角
」
は
、
「
市
場
万
能
主
義
の
一
面
性
を
乗
り
こ
え
て
各
種
の
経
済
的
・
社
会
的
制
度
…
…
を
 
 
 

経
済
学
の
う
ち
に
取
り
い
れ
」
、
か
つ
「
資
本
主
務
の
歴
史
と
現
実
を
と
ら
え
る
基
軸
と
し
て
環
労
働
関
係
を
復
権
さ
せ
こ
と
」
に
あ
る
石
田
鋭
 
 
 

夫
、
前
掲
、
六
山
東
）
。
な
ぜ
な
ら
、
「
わ
れ
わ
れ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
系
譜
を
引
い
て
い
る
か
ら
に
は
、
す
べ
て
の
も
の
は
…
…
商
品
関
係
か
ら
、
 
 
 

あ
る
い
は
資
本
－
労
働
関
係
か
ら
…
…
派
生
す
る
の
だ
と
い
う
、
制
度
諸
形
態
の
構
邁
論
的
・
全
体
諭
的
意
義
を
重
視
」
芦
B
O
y
2
r
も
p
・
n
i
t
・
】
 
 
 

前
掲
訳
、
三
八
東
）
す
る
か
ら
で
あ
り
、
「
資
本
－
貸
労
働
関
係
に
基
本
視
点
を
定
 

め
る
点
で
、
マ
ル
ク
ス
番
碑
論
の
最
良
の
成
果
」
を
「
受
け
継
」
 
 
 

ぎ
う
る
 
（
山
田
鋭
夫
、
前
掲
、
七
三
哀
）
 
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 

㈱
 
ち
な
み
に
、
ア
メ
リ
カ
・
ラ
デ
ィ
カ
ル
派
の
「
社
会
的
苔
横
棒
造
ア
プ
ロ
ー
チ
」
言
S
A
）
論
も
、
資
本
嘗
横
の
態
様
と
者
稗
動
向
の
規
定
 
 
 

要
図
と
し
て
社
会
的
・
経
済
的
諸
制
度
の
も
つ
意
義
を
強
調
し
、
か
つ
「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」
の
国
際
経
済
制
度
お
よ
ぴ
「
資
本
と
市
 
 
 



民
の
合
意
」
に
も
と
づ
く
国
家
政
策
と
並
ん
で
、
企
業
と
労
組
間
の
「
資
本
と
労
働
の
暗
黙
の
合
意
」
の
制
度
（
労
資
団
交
制
を
軸
に
す
る
賃
金
・
 
 

労
働
条
件
。
労
働
編
成
・
労
務
管
理
等
に
か
か
わ
る
労
働
平
和
の
保
障
）
を
と
く
に
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
核
心
部
分
で
レ
ギ
ュ
ラ
シ
 
 

オ
ン
理
論
と
共
通
し
て
い
る
。
S
S
A
に
つ
い
て
は
S
．
B
O
W
l
e
s
a
n
d
O
t
h
e
r
s
－
B
e
y
O
n
d
t
h
e
宅
a
s
t
e
d
 
L
a
n
d
」
薩
摩
D
．
M
．
G
O
r
d
O
n
a
n
d
 
 

O
t
h
e
r
s
｝
S
e
g
m
e
n
t
e
d
W
O
r
k
u
 
D
i
く
i
d
e
d
宅
O
r
k
e
r
s
」
岩
N
｝
参
照
。
 
 

以
上
、
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
に
つ
い
て
主
に
、
山
田
鋭
夫
、
前
掲
、
R
．
B
O
y
e
r
－
O
p
．
C
i
t
．
融
掲
訳
を
参
照
し
た
。
 
 

以
上
の
概
括
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
は
、
自
由
主
義
期
資
本
主
義
な
い
し
古
典
的
帝
国
主
義
と
第
二
次
大
戦
後
の
 
 

現
代
資
本
主
義
と
の
区
別
の
基
準
を
、
主
に
労
資
関
係
の
変
化
に
求
め
、
戦
前
に
は
労
資
団
交
制
等
「
独
占
的
調
整
様
式
が
制
度
化
さ
れ
 
 

て
い
な
か
っ
た
」
の
に
た
い
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
「
労
働
組
合
が
公
認
さ
れ
、
労
使
間
に
団
体
交
渉
制
度
が
成
立
し
」
、
現
代
的
労
資
関
 
 

係
に
よ
る
「
独
自
な
賃
金
決
定
方
式
」
が
「
制
度
化
さ
れ
た
」
 
（
山
田
鋭
夫
、
前
掲
、
八
六
、
一
〇
四
頁
）
。
同
制
度
が
基
盤
に
な
っ
て
戦
 
 

後
、
世
界
的
規
模
で
量
産
型
重
化
学
工
業
生
産
力
が
取
り
込
ま
れ
、
「
フ
ォ
ー
ド
主
義
的
発
展
様
式
」
と
大
鹿
生
産
－
大
量
販
売
－
大
量
消
 
 

螢
に
よ
る
「
高
度
大
衆
消
笥
社
食
」
が
全
面
開
化
し
、
「
資
本
主
義
の
黄
金
時
代
」
。
「
栄
光
の
三
〇
年
」
と
称
さ
れ
る
未
曾
有
の
経
済
繁
栄
 
 

が
実
現
し
た
と
説
く
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
同
理
論
は
、
「
重
要
な
制
度
諸
形
態
」
と
し
て
「
賃
労
働
関
係
」
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
他
「
貨
 
 

幣
制
約
の
形
態
」
（
金
本
位
制
か
管
理
通
貨
制
か
の
相
違
）
、
「
競
争
の
形
態
」
（
「
自
由
競
争
か
寡
占
的
競
争
か
」
の
違
い
）
、
「
国
家
の
形
態
」
 
 

（
「
『
安
価
な
政
府
』
か
介
入
国
家
か
」
 
の
違
い
）
 
お
よ
び
「
国
際
体
制
の
あ
り
か
た
」
 
（
「
パ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
や
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
 
 

リ
カ
ー
ナ
」
の
違
い
）
を
あ
げ
（
同
、
七
三
、
一
一
三
頁
）
、
そ
れ
ら
の
総
体
と
し
て
「
競
争
的
」
「
独
占
的
」
・
「
調
整
様
式
」
が
構
成
さ
 
 

れ
る
、
と
し
て
い
る
の
は
じ
じ
つ
で
あ
る
 
（
一
一
二
束
）
。
だ
が
、
同
理
論
が
、
そ
の
う
ち
 
「
最
も
基
軸
的
か
つ
重
要
な
位
置
を
し
め
る
」
 
 
 

と
し
て
 
「
最
も
重
視
す
る
制
度
形
態
は
…
…
賃
労
働
関
係
」
 
（
六
三
、
七
三
頁
）
、
な
か
ん
ず
く
労
資
団
交
制
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
の
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
 
「
世
界
性
」
 
 

四   



諾
 
 

－
1
4
こ
 
 

は
前
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
、
し
か
も
そ
こ
で
は
、
「
箪
労
働
関
係
」
以
外
の
四
つ
の
「
制
度
諸
形
態
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
間
も
 
 

そ
れ
ら
の
相
互
関
係
も
ほ
と
ん
ど
全
く
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

㈱
 
「
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
学
派
」
は
、
「
労
使
関
係
（
調
整
様
式
）
と
…
…
蕃
碩
体
制
の
総
体
と
し
て
現
代
資
本
主
義
を
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
 
 
 

み
で
あ
」
る
（
山
田
鋭
犬
「
現
代
資
本
主
義
論
」
、
経
済
学
史
学
会
編
『
経
済
学
史
』
、
九
州
大
学
出
版
会
、
山
九
九
二
牢
、
一
七
九
寛
）
。
 
 
 

総
じ
て
い
え
ば
、
株
式
会
社
。
労
働
組
合
・
政
府
機
関
等
諸
制
度
や
社
会
的
慣
習
な
ど
の
役
割
と
機
能
を
き
わ
め
て
重
視
し
、
そ
れ
ら
 
 

諸
「
制
度
の
累
積
」
を
基
軸
に
し
て
資
本
主
義
的
経
済
構
造
の
把
握
を
試
み
た
B
・
ヴ
ェ
ブ
レ
ン
、
1
・
R
・
コ
モ
ン
ズ
等
「
ア
メ
リ
カ
 
 

制
度
学
派
」
と
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
は
、
「
制
度
」
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
基
本
と
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
資
本
概
 
 

念
を
重
視
し
資
本
ア
プ
ロ
ー
チ
を
基
本
と
す
る
マ
ル
ク
ス
経
済
学
よ
り
も
、
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
は
む
し
ろ
「
制
度
学
派
」
経
済
学
に
 
 

よ
り
近
似
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
制
度
」
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
新
た
に
ケ
イ
ン
ズ
理
論
を
盛
込
ん
だ
1
・
K
・
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス
、
G
・
コ
ル
 
 

ム
等
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
「
新
制
度
主
義
」
の
そ
れ
（
N
e
？
I
n
s
t
i
t
u
t
i
n
a
】
i
s
m
福
原
四
郎
他
編
『
講
座
経
済
学
史
Ⅴ
歴
史
派
経
済
学
と
近
代
 
 

経
済
学
』
、
同
文
館
、
一
九
七
七
年
、
第
Ⅰ
部
第
2
葦
参
照
）
と
並
ぶ
、
現
代
的
制
度
派
理
論
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
 
 

（
‖
）
 
 

（
川
）
 
 

同
理
論
の
特
徴
と
メ
リ
ッ
ト
お
よ
び
そ
の
限
界
な
い
し
難
点
が
あ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

㈹
 
と
く
に
現
代
的
労
資
関
係
お
よ
び
自
動
車
産
業
等
量
産
型
亜
化
学
工
業
生
産
力
の
も
つ
意
義
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
点
で
、
同
論
に
は
 
 
 

正
統
派
マ
ル
ク
ス
主
義
的
旧
説
な
ど
に
は
み
ら
れ
な
い
新
鮮
味
が
あ
り
、
メ
リ
ッ
ト
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 

だ
が
、
そ
の
点
に
関
し
て
も
、
じ
つ
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。
か
ん
た
ん
に
指
摘
す
る
と
、
第
一
に
、
労
働
基
本
権
保
障
や
労
資
団
交
 
 

制
を
、
「
階
級
闘
争
な
し
に
は
あ
り
え
な
か
っ
た
」
 
（
山
田
鋭
夫
、
前
掲
、
一
〇
三
頁
）
と
し
て
、
労
働
者
階
級
の
政
治
闘
争
に
よ
る
産
物
と
み
な
 
 

し
て
い
る
こ
と
。
労
働
「
同
権
化
」
機
構
は
、
た
ん
な
る
労
働
勢
力
の
要
求
や
政
治
的
運
動
庄
力
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
現
代
国
家
に
よ
る
資
本
 
 
 



主
義
経
済
の
組
織
化
＝
「
福
祉
国
家
」
的
政
策
体
系
の
一
環
と
し
て
、
た
と
え
労
働
側
の
強
い
政
治
的
圧
力
が
な
か
っ
た
ば
あ
い
で
も
、
政
策
的
 
 
 

に
育
成
・
形
成
さ
れ
た
側
面
が
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
 
（
榎
本
正
敏
編
著
『
現
代
資
本
主
義
の
基
軸
』
、
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
四
 
 
 

年
、
拙
著
『
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
経
済
体
制
』
、
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
七
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。
第
二
に
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
の
上
昇
が
、
 
 
 

主
に
労
資
団
交
制
と
労
組
交
渉
力
に
も
と
づ
い
て
実
現
さ
れ
、
「
生
産
性
上
昇
に
比
例
し
て
実
質
賃
金
が
上
昇
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
第
二
次
大
戦
 
 
 

後
に
特
殊
な
労
資
問
質
金
妥
協
…
…
に
負
っ
て
い
る
」
（
山
田
鋭
夫
、
前
掲
、
九
八
頁
）
と
主
張
・
立
論
し
て
い
る
点
。
戦
後
高
成
長
期
に
お
け
る
 
 
 

め
ざ
ま
し
い
労
賃
騰
貴
は
た
ん
に
労
組
交
渉
力
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
現
代
国
家
の
横
棒
的
経
済
成
長
＝
雇
用
拡
大
政
 
 
 

策
に
も
と
づ
く
持
続
的
な
完
全
雇
用
な
い
し
高
麗
用
水
準
の
実
現
に
よ
る
と
こ
ろ
が
よ
り
大
き
い
の
で
あ
り
、
そ
の
他
社
会
保
障
制
度
や
農
産
物
 
 
 

価
格
支
持
等
小
農
維
持
政
策
の
下
支
え
措
置
な
ど
と
も
相
ま
っ
て
導
か
れ
た
の
で
あ
る
。
じ
つ
さ
い
、
日
本
に
お
け
る
戦
後
高
度
成
長
期
の
「
賃
 
 
 

金
変
動
は
…
…
労
働
需
給
の
動
向
に
よ
っ
て
基
本
的
に
は
規
定
さ
れ
」
、
他
方
「
労
働
組
合
の
圧
力
」
 
の
影
響
は
少
な
い
と
い
う
報
告
（
物
価
・
所
 
 

得
・
生
産
性
委
員
会
『
現
代
イ
ン
フ
レ
と
所
得
政
策
』
、
一
九
七
二
年
、
六
九
頁
）
が
あ
る
。
夢
二
に
、
戦
後
に
お
け
る
量
産
型
重
化
学
工
業
発
展
 
 
 

の
基
本
的
要
因
と
し
て
、
労
働
者
・
国
民
の
高
賃
金
・
高
所
得
－
大
衆
的
消
費
増
加
と
い
う
国
内
安
困
の
み
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
 
 
 

点
。
同
要
因
の
み
な
ら
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
E
C
経
済
共
同
体
の
形
成
、
日
本
で
は
管
理
通
貨
制
の
フ
ル
利
桐
、
さ
ら
に
「
主
柱
国
」
ア
メ
リ
 
 
 

カ
の
世
界
的
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
拡
大
、
I
M
F
・
G
A
T
T
等
国
際
経
済
機
構
な
ど
の
枠
組
み
の
な
か
で
、
麓
産
型
重
化
学
工
業
中
心
の
蓄
積
 
 
 

拡
大
が
世
界
的
規
模
で
実
現
さ
れ
え
た
諸
関
係
が
、
そ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
全
く
無
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

も
っ
と
も
、
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
も
論
者
に
よ
っ
て
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
適
い
が
あ
り
、
右
と
若
干
興
る
見
解
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
（
山
田
鋭
夫
、
 
 
 

前
掲
、
鵬
0
0
頁
、
参
照
）
。
 
 
 

㈹
 
そ
も
そ
も
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
っ
て
彫
琢
さ
れ
た
資
本
主
義
概
念
お
よ
び
資
本
や
金
融
資
本
の
概
念
さ
ら
に
支
配
的
資
本
形
態
の
変
化
に
も
と
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
「
世
界
性
」
 
 

四  
五   



四
六
 
 
 

づ
く
資
本
主
義
の
発
展
段
階
上
の
位
置
付
け
を
抜
き
に
し
て
、
資
本
主
義
経
済
の
正
鵠
を
射
た
実
証
分
析
が
で
き
る
も
の
か
ど
う
か
す
こ
ぶ
る
疑
 
 
 

問
で
あ
る
。
 
 

た
し
か
に
山
田
氏
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
原
理
諭
や
帝
国
主
轟
論
の
直
接
的
適
用
（
山
田
氏
に
よ
れ
ば
「
積
み
か
さ
ね
」
）
 
に
よ
っ
て
は
、
 
 

第
一
次
大
戦
後
以
降
の
特
殊
具
体
的
な
現
代
資
本
主
義
が
解
明
さ
れ
え
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
原
理
的
資
本
主
義
や
第
一
次
大
戦
 
 

前
の
古
典
的
帝
国
主
義
に
対
し
て
そ
の
発
展
局
面
を
異
に
し
て
い
る
と
は
い
え
、
現
代
資
本
主
義
は
金
融
資
本
支
配
の
帝
国
主
轟
な
ど
と
全
く
無
 
 
 

関
係
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ご
く
か
ん
た
ん
に
い
え
ば
、
第
一
次
大
戦
後
以
降
に
特
有
な
内
外
諸
条
件
の
な
か
で
古
典
的
帝
国
主
轟
的
国
際
経
 
 

済
関
係
が
崩
壊
し
、
世
界
的
規
模
で
金
融
資
本
的
寄
横
展
開
が
行
詰
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
第
二
次
大
戦
後
、
ア
メ
リ
カ
中
心
に
世
界
経
済
関
 
 

係
が
再
編
成
さ
れ
、
そ
の
下
で
「
国
独
資
」
的
に
組
織
化
さ
れ
て
金
融
資
本
的
蓄
積
が
展
開
し
て
い
る
の
が
、
戦
後
の
現
代
資
本
主
義
で
あ
る
と
 
 

い
い
う
る
。
し
た
が
っ
て
金
融
資
本
な
い
し
金
融
資
本
的
苔
横
様
式
の
概
念
や
帝
国
主
轟
的
発
展
段
階
諭
な
ど
が
前
提
あ
る
い
は
基
準
に
さ
れ
て
 
 
 

こ
そ
、
現
代
資
本
主
義
の
歴
史
的
位
相
や
そ
の
実
態
は
解
明
さ
れ
う
る
関
係
が
あ
る
の
で
あ
る
。
原
理
論
（
金
融
資
本
・
帝
国
主
義
段
階
解
明
に
 
 
 

と
っ
て
不
可
欠
な
基
準
に
な
る
）
や
帝
国
主
義
諭
な
い
し
資
本
論
や
金
融
資
本
論
を
抜
き
に
し
て
は
正
鵠
を
射
た
現
状
分
析
が
基
本
的
に
で
き
え
 
 
 

な
い
と
い
え
よ
う
。
 
 

も
と
も
と
経
済
学
の
対
象
と
し
て
の
資
本
主
義
は
、
不
変
か
つ
普
遍
的
で
あ
る
自
然
現
象
に
は
全
く
あ
り
え
な
い
、
社
会
歴
史
体
と
し
て
の
 
 

特
殊
な
「
二
重
の
歴
史
性
」
（
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
共
通
な
「
経
済
原
則
」
を
特
殊
な
社
会
形
態
を
通
し
て
実
現
す
る
と
い
う
「
特
殊
歴
史
性
」
と
世
 
 

界
史
的
に
生
成
・
発
展
・
変
質
す
る
と
い
う
「
発
展
段
階
的
歴
史
性
」
）
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
対
象
の
性
格
が
異
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
 
 
 

自
然
科
学
と
社
会
科
学
と
し
て
の
経
済
学
が
そ
の
方
法
や
体
系
を
異
に
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
更
に
経
済
学
の
分
野
の
な
か
で
も
、
資
本
主
義
 
 

の
「
特
殊
歴
史
性
」
 
の
解
明
を
対
象
に
す
る
経
済
原
細
論
と
「
発
展
段
階
的
歴
妃
性
」
の
解
明
を
対
象
に
す
る
発
展
段
階
論
お
よ
び
特
定
時
期
の
 
 
 



特
定
国
や
世
界
経
済
の
実
態
解
明
を
課
題
に
す
る
実
証
分
析
論
と
は
、
そ
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
次
元
が
必
然
的
に
異
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
－
 
 
 

－
な
ぜ
な
ら
原
理
諭
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
経
済
法
則
は
、
自
然
法
別
の
ば
あ
い
の
よ
う
に
い
つ
い
か
な
る
と
き
に
も
盛
曲
さ
れ
な
が
ら
で
も
貫
徹
 
 
 

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ゆ
え
原
理
的
法
則
論
や
そ
の
延
長
論
に
よ
っ
て
発
展
段
階
論
や
現
状
分
析
が
成
立
つ
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
 
 
 

－
－
－
－
㌧
 
こ
の
点
を
無
視
あ
る
い
は
無
理
解
・
無
関
心
の
ま
ま
に
、
「
理
論
と
歴
史
（
あ
る
い
は
現
実
）
 
の
近
接
化
を
志
向
し
」
、
「
い
ま
こ
の
時
代
を
 
 
 

リ
ア
ル
に
理
論
認
識
す
る
」
た
め
に
「
原
理
諭
そ
の
も
の
の
修
正
」
を
「
志
向
す
る
」
 
（
山
田
鋭
夫
、
前
掲
、
五
五
、
五
四
東
）
と
い
う
山
田
氏
的
 
 
 

レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
諭
は
、
資
本
主
義
の
特
殊
歴
史
性
を
捨
象
し
、
自
然
科
学
と
異
な
る
社
会
科
学
の
特
殊
性
を
全
く
無
視
す
る
近
 
 
 

代
経
済
学
の
そ
れ
と
本
質
的
差
異
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
 
 

右
の
よ
う
に
、
資
本
主
務
は
、
資
本
を
主
体
・
中
心
に
し
て
組
織
化
さ
れ
て
展
開
し
て
い
る
特
殊
歴
史
的
社
会
関
係
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
支
 
 
 

配
的
資
本
形
態
は
、
一
六
－
一
八
世
紀
重
商
主
義
期
の
商
人
資
本
、
一
九
世
紀
自
由
主
義
斯
の
産
業
資
本
、
第
一
次
大
戦
前
古
典
的
帝
国
主
義
期
 
 
 

の
金
融
資
本
と
い
う
よ
う
に
世
界
史
的
に
変
容
し
、
そ
れ
に
と
も
な
い
資
本
主
轟
の
質
や
性
格
が
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
支
配
的
 
 
 

資
本
形
態
の
変
化
・
資
本
主
義
の
変
容
に
つ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
基
本
的
に
規
定
さ
れ
対
応
し
て
、
個
人
企
柴
や
株
式
会
社
等
企
業
形
態
・
通
貨
 
 
 

形
態
・
労
資
関
係
な
ど
諸
社
会
経
済
制
度
や
国
家
機
能
が
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
逆
で
は
な
い
。
結
論
の
み
を
い
え
ば
、
「
制
度
」
的
ア
 
 
 

プ
ロ
ー
チ
は
、
そ
の
点
を
転
倒
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
同
ア
プ
ロ
ー
チ
諭
の
根
本
的
問
題
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
 
 

な
お
、
「
わ
れ
わ
れ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
系
諮
を
引
い
て
い
る
か
ら
に
は
…
…
資
本
－
労
働
関
係
」
を
「
義
視
し
た
い
の
で
あ
る
」
苗
．
B
O
y
e
r
－
 
 
 

O
p
．
C
i
t
．
商
掲
訳
、
三
七
－
三
八
重
。
そ
の
点
で
、
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
は
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
継
承
・
発
展
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
マ
ル
 
 

ク
ス
理
論
の
階
級
闘
争
史
観
化
、
『
資
本
論
』
の
『
貸
労
働
と
資
本
』
論
へ
の
矯
小
化
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
理
論
と
そ
の
本
質
 
 
 

は
、
た
ん
な
る
資
本
－
賃
労
働
関
係
論
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
「
世
界
性
」
 
 



四
（
 
 

さ
ら
に
、
山
田
氏
等
に
よ
っ
て
も
「
戦
後
日
本
に
お
い
て
最
長
の
学
問
的
成
果
を
あ
げ
て
き
て
…
…
い
る
」
（
山
田
鋭
夫
、
前
掲
、
四
七
 
 

東
）
と
か
、
「
わ
が
国
の
生
ん
だ
唯
一
の
経
済
学
体
系
で
…
…
世
界
に
対
し
て
わ
が
国
の
代
表
的
経
済
学
と
し
て
誇
り
う
る
」
も
の
（
高
須
 
 

賀
義
博
）
な
ど
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
宇
野
弘
蔵
氏
の
所
説
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
宇
野
説
に
よ
る
と
、
古
典
的
帝
国
主
義
に
た
い
 
 

す
る
現
代
資
本
主
義
の
相
違
は
、
国
家
の
経
済
的
機
能
と
そ
の
性
格
の
変
化
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
第
一
次
大
戦
前
に
お
け
 
 

る
古
典
的
帝
国
主
義
は
、
金
融
資
本
支
配
・
中
心
に
し
て
組
織
化
さ
れ
て
展
開
す
る
金
融
資
本
の
体
制
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
国
家
は
保
護
 
 

関
税
・
対
外
投
資
権
益
保
障
等
金
融
資
本
的
寄
稗
に
対
す
る
補
助
・
補
完
的
政
策
を
実
施
す
る
の
だ
け
の
資
本
風
家
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
 
 

し
か
る
に
第
一
次
大
戦
後
と
く
に
一
九
二
九
年
世
界
恐
慌
以
降
に
は
、
国
家
が
新
規
に
直
接
的
社
食
経
済
主
体
と
し
て
登
場
し
、
国
家
的
 
 

機
構
に
よ
っ
て
資
本
主
義
経
済
が
組
織
化
さ
れ
、
「
金
融
資
本
に
よ
る
組
織
化
の
限
度
を
超
え
て
、
さ
ら
に
一
段
高
度
の
組
織
化
」
＝
「
国
 
 

家
的
に
高
度
の
組
織
化
」
が
「
実
現
す
る
」
に
い
た
っ
た
。
そ
こ
で
は
従
前
の
よ
う
な
資
本
を
基
礎
に
し
資
本
利
益
を
代
表
す
る
資
本
国
 
 

家
と
は
興
り
、
む
し
ろ
国
家
は
「
資
本
の
管
理
」
・
資
本
利
益
に
た
い
す
る
〓
足
の
規
制
を
行
う
立
場
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
金
融
資
本
に
 
 

た
い
す
る
桔
抗
力
と
し
て
の
組
織
労
働
に
よ
る
「
監
視
…
…
控
制
」
し
た
が
っ
て
大
衆
民
主
主
義
的
政
治
制
度
に
よ
る
支
え
が
不
可
欠
要
 
 

件
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
つ
ま
り
、
大
衆
民
主
主
義
的
政
治
形
態
を
と
り
、
社
会
主
義
に
対
抗
し
っ
つ
国
家
的
機
構
に
も
と
づ
い
て
維
 
 

持
さ
れ
る
資
本
主
義
の
「
自
己
保
存
の
態
勢
」
が
、
現
代
資
本
主
轟
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
（
「
資
本
主
義
の
組
織
化
と
民
 
 

主
主
義
」
『
宇
野
弘
蔵
著
作
集
第
八
巻
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
、
二
八
六
－
九
一
束
）
。
 
 
 

た
だ
し
、
宇
野
氏
自
身
は
、
国
家
に
よ
る
経
済
組
織
化
＝
現
代
資
本
主
義
政
策
に
つ
い
て
、
「
管
理
通
貨
制
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
 
 

政
策
で
あ
る
と
か
、
同
政
策
実
施
の
た
め
に
「
労
働
者
の
組
織
の
圧
力
」
が
必
須
的
要
件
に
な
る
と
か
、
そ
の
他
「
世
界
資
本
主
義
そ
の
 
 

も
の
の
問
題
」
と
し
て
の
戦
後
に
お
け
る
世
界
農
業
不
況
問
題
の
顕
在
化
や
「
失
業
と
農
業
恐
慌
と
に
…
…
国
家
主
義
的
傾
向
が
あ
る
」
 
 
 



な
ど
と
い
う
そ
れ
自
体
と
し
て
は
き
わ
め
て
重
要
な
諸
要
点
を
、
断
片
的
に
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
 
（
『
著
作
集
第
八
巻
』
、
 
 

二
九
〇
、
二
八
六
頁
、
宇
野
弘
蔵
『
資
本
論
に
学
ぶ
』
東
大
出
版
会
、
山
九
七
五
年
、
一
九
三
東
、
同
『
社
会
科
学
の
根
本
問
題
』
、
青
木
 
 

書
店
、
一
九
六
六
年
、
八
五
東
）
。
そ
こ
で
、
国
家
に
よ
る
経
済
組
織
化
＝
現
代
資
本
主
薬
政
策
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
本
質
を
管
理
通
貨
制
 
 

に
も
と
づ
く
イ
ン
フ
レ
政
策
に
よ
る
恐
慌
回
避
・
景
気
調
整
政
策
（
大
内
力
「
 
あ
る
い
は
「
階
級
宥
和
」
 
の
た
め
の
国
家
に
よ
る
対
労
働
 
 

「
譲
歩
」
策
 
（
＝
「
労
働
基
本
権
の
承
認
」
。
「
完
全
雇
用
の
約
束
」
な
ど
）
 
と
管
理
通
貨
イ
ン
フ
レ
政
策
と
の
抱
合
せ
政
策
に
求
め
る
も
 
 

の
 
（
加
藤
栄
こ
、
さ
ら
に
「
所
得
の
向
上
と
雇
用
の
安
定
」
を
目
的
と
す
る
「
高
度
成
長
政
策
」
や
「
社
食
福
祉
、
完
全
雇
用
、
経
済
の
 
 

社
会
化
・
計
画
化
二
凶
有
化
・
公
有
化
の
拡
大
な
ど
…
‥
・
社
会
主
義
的
な
要
素
」
に
よ
る
柔
構
造
的
な
「
労
働
者
や
農
民
・
中
小
生
産
者
 
 

の
組
織
的
統
合
」
政
策
と
規
定
し
た
り
（
大
内
秀
明
）
、
第
一
次
大
戦
以
降
の
「
世
界
戦
争
と
世
界
革
命
の
時
代
に
対
応
す
る
資
本
主
養
国
 
 

家
権
力
の
特
有
な
」
施
策
（
＝
「
労
働
者
階
級
に
た
い
す
る
資
本
家
階
級
の
妥
協
的
取
引
」
㍉
民
、
手
玉
轟
的
妥
協
」
策
）
 
と
主
張
す
る
も
 
 

（
1
2
）
 
 

の
 
（
岩
田
弘
）
な
ど
、
宇
野
理
論
派
内
部
で
論
者
に
よ
り
多
様
な
見
解
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
 
 

㈹
 
大
内
力
、
前
掲
『
国
家
独
占
』
、
加
藤
栄
l
 
『
ワ
イ
マ
ル
体
制
の
経
済
構
造
』
 
（
東
大
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）
、
序
章
、
大
内
秀
明
『
日
本
資
 
 

本
主
義
の
再
編
成
』
 
（
現
代
評
論
社
、
一
九
七
四
年
）
、
第
二
章
、
岩
田
弘
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
下
』
 
（
盛
田
書
店
、
一
九
六
九
年
）
、
第
三
篇
、
参
 
 

召
‥
0
 
 

‖
‖
‥
 
 

な
お
、
－
J
。
M
。
ケ
イ
ン
ズ
は
、
主
に
金
本
位
制
か
ら
管
理
通
貨
制
へ
の
移
行
と
い
う
通
貨
制
度
に
も
と
づ
い
て
現
代
資
本
主
義
と
そ
 
 

づ
く
国
家
に
よ
る
資
本
主
義
経
済
組
織
化
論
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
 

れ
以
前
の
資
本
主
義
を
区
別
し
、
一
九
二
九
年
世
界
恐
慌
以
降
の
資
本
主
義
を
管
理
通
貨
制
を
テ
コ
に
す
る
国
家
の
有
効
需
要
管
理
政
策
 
 

に
よ
っ
て
人
為
的
に
操
作
。
運
営
さ
れ
て
い
る
体
制
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
ケ
イ
ン
ズ
の
現
代
資
本
主
義
説
は
、
管
理
通
貨
制
に
も
と
 
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
 
「
世
界
性
」
 
 
 



五
〇
 
 

さ
て
、
以
上
を
総
括
し
て
い
う
と
、
「
構
造
改
革
派
」
論
や
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
お
よ
び
宇
野
理
論
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
決
 
 

定
的
に
欠
落
な
い
し
不
足
し
て
い
る
の
は
、
世
界
資
本
主
義
な
い
L
世
界
経
済
論
的
視
角
で
あ
る
。
く
わ
し
く
は
つ
ぎ
に
み
る
よ
う
に
、
 
 

資
本
主
義
は
本
質
的
に
世
界
資
本
主
義
で
あ
り
、
一
国
資
本
主
薬
と
し
て
で
は
な
く
、
国
際
経
済
な
い
し
世
界
的
規
模
の
経
済
関
係
の
な
 
 

か
で
展
開
す
る
特
殊
な
社
会
関
係
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
古
典
的
帝
国
主
義
と
現
代
資
本
主
義
の
相
違
に
つ
い
て
も
、
 
 

そ
の
節
一
義
は
な
ん
と
い
っ
て
も
世
界
経
済
関
係
の
変
化
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
と
い
い
う
る
。
し
か
る
に
 
 

「
構
造
改
革
派
」
は
、
前
述
の
よ
う
に
生
産
力
水
準
の
発
展
を
根
源
的
要
因
と
み
な
し
て
、
「
生
産
諸
力
の
高
度
な
発
展
、
あ
る
い
は
新
し
 
 

い
性
格
の
生
産
諸
力
」
 
の
発
達
－
「
資
本
の
相
互
移
動
と
か
ら
み
合
い
の
進
展
、
多
国
籍
企
業
の
大
盤
の
出
現
と
ユ
ー
ロ
市
場
の
形
成
」
、
 
 

そ
れ
に
伴
い
「
既
存
の
国
民
国
家
や
国
際
諸
組
織
の
枠
を
越
え
る
経
済
活
動
の
国
際
化
・
世
界
化
」
、
「
資
本
主
弟
の
国
民
主
養
段
階
か
ら
 
 

…
…
世
界
資
本
主
義
段
階
へ
の
移
行
」
 
（
柳
田
。
野
村
、
前
掲
、
七
、
八
東
）
な
ど
と
い
う
国
際
経
済
関
係
の
変
化
が
、
結
果
的
に
生
じ
て
 
 

い
る
と
い
う
の
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
レ
ギ
ュ
ラ
シ
オ
ン
理
論
も
、
現
代
資
本
主
義
経
済
を
基
本
的
に
規
定
す
る
「
制
度
諸
形
態
」
 
の
う
ち
 
 

の
一
つ
と
し
て
、
「
貨
労
働
関
係
の
形
態
」
・
「
貨
幣
制
約
の
形
態
」
・
「
競
争
の
形
態
」
等
と
並
列
し
て
「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
と
い
 
 

っ
た
国
際
体
制
の
あ
り
か
た
…
…
そ
れ
へ
の
各
国
の
編
入
形
態
」
 
（
山
田
鋭
夫
、
前
掲
、
七
三
京
）
を
あ
げ
て
い
る
の
に
と
ど
ま
り
、
山
田
 
 

説
で
は
「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
と
い
っ
た
国
際
体
制
」
 
の
内
容
も
そ
の
濃
霧
も
全
く
せ
ん
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
宇
野
説
 
 

の
ば
あ
い
も
、
世
界
資
本
主
義
的
視
角
が
一
部
み
ら
れ
る
も
の
の
、
第
一
次
大
戦
後
の
農
工
国
際
分
菜
体
制
の
崩
壊
等
に
よ
る
世
界
経
済
 
 

関
係
の
変
化
が
根
本
的
要
因
に
な
っ
て
、
金
融
資
本
的
組
織
化
か
ら
国
家
に
よ
る
資
本
主
務
経
済
組
織
化
、
古
典
的
帝
国
主
義
体
制
か
ら
 
 

■
〓
－
 
 

現
代
資
本
主
義
体
制
へ
の
転
化
が
生
じ
て
い
る
関
連
が
か
な
ら
ず
し
も
十
分
に
せ
ん
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

㈹
 
も
ち
ろ
ん
資
本
主
養
の
 
「
世
界
性
」
を
も
っ
と
も
強
調
さ
れ
、
資
本
主
義
が
世
界
資
本
主
義
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
は
や
く
か
ら
主
張
さ
 
 
 



れ
て
い
た
の
は
宇
野
氏
自
身
で
あ
る
。
筆
者
の
基
本
的
視
角
も
全
く
同
氏
の
教
示
に
負
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
宇
野
氏
が
第
一
次
大
戦
後
以
降
 
 

の
現
代
資
本
主
義
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
「
現
状
分
析
と
し
て
の
世
界
経
済
論
の
課
題
」
 
（
宇
野
弘
蔵
『
経
済
政
策
論
改
訂
版
』
、
弘
文
堂
、
一
九
七
 
 

一
年
、
二
六
三
貴
）
 
で
あ
る
と
か
、
第
一
次
大
戦
後
の
「
世
界
資
本
主
糞
の
稗
造
問
題
」
と
し
て
の
 
「
世
界
農
業
問
題
」
発
生
の
事
実
指
摘
や
、
 
 

「
一
国
の
資
本
主
義
分
析
」
お
よ
ぴ
そ
れ
の
付
属
物
と
し
て
の
「
国
際
経
済
論
」
と
は
区
別
さ
れ
る
、
「
世
界
農
業
問
題
」
の
解
明
を
焦
点
と
す
る
 
 

固
有
の
「
世
界
経
済
論
」
を
提
唱
さ
れ
て
い
る
（
宇
野
弘
蔵
、
前
掲
『
根
本
問
題
』
、
八
四
－
八
七
東
）
の
も
じ
じ
つ
で
あ
る
。
だ
が
、
せ
っ
か
く
 
 

の
そ
う
し
た
同
氏
の
す
ぐ
れ
た
世
界
資
本
主
義
論
的
視
角
が
、
現
代
資
本
主
義
分
析
に
お
い
て
か
な
ら
ず
し
も
貰
ぬ
か
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
 
 

少
く
て
も
十
分
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

そ
こ
で
、
以
下
資
本
主
義
の
 
「
世
界
性
」
に
つ
い
て
若
干
立
入
っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。
 
 

二
 
資
本
主
義
の
 
「
世
界
性
」
 
 

そ
も
そ
も
「
商
品
交
換
は
、
諸
共
同
体
の
終
る
と
こ
ろ
で
、
共
同
体
が
他
の
共
同
体
ま
た
は
他
の
共
同
体
の
成
員
と
接
触
す
る
点
で
始
 
 
 

ま
る
」
 
へ
K
．
M
a
r
ゲ
D
a
s
K
a
p
i
t
a
㌣
加
u
c
h
」
｝
D
i
e
t
z
∵
毎
笥
－
S
．
芦
長
谷
部
訳
、
青
木
文
俸
第
一
部
第
一
分
冊
、
一
九
六
頁
）
 
の
で
あ
 
 

り
、
商
品
経
済
は
共
同
体
と
共
同
体
と
の
間
の
交
易
か
ら
発
生
し
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
社
食
の
外
部
に
発
達
し
た
商
品
経
済
 
 

関
係
が
社
会
内
部
に
浸
透
し
て
、
労
働
力
を
も
商
品
化
し
、
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
労
働
生
産
過
程
ま
で
が
商
品
経
済
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
 
 
 

て
、
資
本
主
養
が
一
特
殊
歴
史
的
社
全
体
制
と
し
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
商
品
経
済
は
一
国
の
内
部
か
ら
自
主
。
自
生
的
に
発
生
し
、
 
 
 

自
立
的
に
成
長
。
発
展
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
資
本
主
義
は
、
か
な
ら
ず
二
足
の
発
達
し
た
国
際
的
商
品
経
済
関
係
を
前
提
 
 

に
し
そ
れ
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
、
国
際
経
済
関
係
の
な
か
に
お
い
て
成
立
つ
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
発
展
も
、
つ
ね
に
国
際
的
商
品
経
済
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
「
世
界
性
」
 
 

五   



五
二
 
 
 

関
係
を
と
お
し
て
行
わ
れ
、
「
資
本
主
義
社
食
は
そ
の
発
展
に
外
国
貿
易
を
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
要
因
と
し
て
有
し
…
…
い
ず
れ
 
 

の
国
も
外
国
貿
易
な
し
に
資
本
主
義
的
発
展
を
な
し
た
国
は
な
い
」
 
（
宇
野
弘
蔵
『
恐
慌
論
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
阜
二
年
、
三
八
東
）
と
 
 

い
う
関
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
商
品
経
済
関
係
と
い
う
本
性
に
よ
り
、
「
資
本
主
菜
の
発
生
」
・
発
展
も
「
対
外
貿
易
に
よ
っ
て
促
進
せ
ら
 
 

（
‖
〕
 
 

れ
」
、
「
資
本
主
義
は
、
商
品
経
済
と
し
て
当
然
に
対
外
的
発
展
」
し
、
対
外
的
商
品
関
係
「
な
く
し
て
発
展
し
う
る
も
の
で
は
な
い
」
 
（
宇
 
 

野
弘
蔵
『
増
補
農
業
関
越
序
論
』
、
青
木
書
店
、
】
九
六
五
年
、
一
八
五
、
一
九
一
束
）
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
資
本
主
義
は
、
生
ま
れ
 
 

な
が
ら
に
し
て
世
界
的
市
場
関
連
な
い
し
世
界
経
済
関
係
あ
っ
て
の
資
本
主
義
で
あ
り
、
そ
れ
と
切
離
さ
れ
孤
立
し
た
、
別
個
の
資
本
主
 
 

義
的
存
在
は
本
来
的
に
あ
り
え
な
い
。
世
界
経
済
的
関
係
と
密
接
に
結
び
つ
き
そ
れ
と
の
関
連
の
中
で
、
各
回
の
個
別
的
事
情
に
も
規
定
 
 

さ
れ
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
が
資
本
主
義
国
と
し
て
存
立
し
展
開
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
「
す
べ
て
の
国
民
経
済
は
自
立
自
存
の
経
済
で
は
な
く
 
 

て
」
、
「
す
べ
て
の
国
民
経
済
は
世
界
経
済
の
う
ち
に
編
入
さ
れ
…
…
国
際
経
済
の
組
織
の
中
に
あ
る
」
 
（
大
内
兵
衛
『
経
済
学
』
、
岩
波
書
 
 

店
、
一
九
五
一
年
、
二
八
七
京
）
 
わ
け
で
あ
る
。
 
 

㈹
 
「
資
本
主
義
そ
の
も
の
が
外
国
貿
易
の
結
果
で
あ
り
、
そ
れ
を
歴
史
的
な
前
提
と
し
て
の
み
発
達
し
え
た
L
し
、
「
現
実
に
、
国
際
的
な
商
品
 
 

流
通
を
基
礎
と
し
て
発
展
し
た
の
で
あ
る
」
。
た
と
え
ば
「
日
本
の
資
本
主
轟
的
工
業
が
、
外
国
貿
易
の
全
面
的
な
影
響
の
下
に
成
長
し
た
こ
と
 
 

は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
」
 
（
吉
村
正
晴
『
貿
易
問
題
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
、
九
〇
、
九
一
頁
）
。
 
 
 

と
は
い
え
、
そ
れ
は
有
機
的
。
統
一
的
な
全
体
と
し
て
の
世
界
経
済
関
係
な
い
し
単
一
の
経
済
社
全
体
と
し
て
世
界
経
済
全
体
を
編
成
 
 

す
る
統
一
的
主
体
と
し
て
の
世
界
資
本
主
義
な
る
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
資
本
主
義
は
、
あ
く
ま
で
国
民
経
 
 
 

済
を
単
位
と
し
て
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
国
民
経
済
単
位
な
い
し
国
家
枠
を
抜
け
出
し
て
世
界
全
体
を
有
機
的
統
一
的
に
統
合
・
支
配
 
 
 

し
う
る
ほ
ど
に
高
度
な
経
済
社
会
組
織
体
に
な
り
う
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
国
家
枠
を
こ
え
、
諸
国
民
経
済
を
融
合
・
統
合
し
た
単
 
 
 



一
の
経
済
体
の
よ
う
な
「
そ
ん
な
世
界
が
で
き
る
」
と
し
た
な
ら
、
そ
れ
は
資
本
主
義
で
は
な
く
て
む
し
ろ
「
社
会
主
養
に
な
る
の
で
は
 
 
 

な
い
か
」
 
（
宇
野
弘
蔵
、
前
掲
『
学
ぶ
』
、
一
八
六
頁
）
 
と
い
っ
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

「
時
間
的
に
『
発
展
し
っ
つ
あ
る
』
唯
一
の
実
体
」
と
し
て
の
「
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
」
（
H
．
宅
a
u
e
r
s
t
e
i
n
e
d
こ
T
b
e
宅
O
r
l
d
由
c
O
ロ
O
m
y
｝
 
 

－
諾
】
｝
山
田
鋭
夫
他
訳
『
ワ
ー
ル
ド
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
』
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
一
年
、
九
頁
）
 
の
存
在
を
説
く
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
説
や
 
 
 

「
世
界
経
済
と
し
て
独
自
の
全
体
的
な
実
在
を
も
」
つ
「
一
つ
の
有
機
的
全
体
性
を
な
す
世
界
資
本
主
義
」
が
あ
り
、
「
各
国
経
済
は
そ
の
 
 

有
機
的
構
成
部
分
」
に
す
ぎ
な
い
 
（
岩
田
弘
「
宇
野
三
段
階
論
の
諸
問
題
」
『
宇
野
弘
蔵
を
ど
う
と
ら
え
る
か
』
、
芳
賀
書
店
、
一
九
七
二
 
 
 

年
、
九
九
東
）
 
と
い
う
岩
田
弘
氏
の
 
「
世
界
資
本
主
義
論
」
な
ど
は
、
資
本
主
義
が
、
商
品
経
済
の
世
界
市
場
的
展
開
を
前
提
に
し
な
が
 
 

ら
も
、
同
時
に
近
代
的
統
一
国
家
の
形
成
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
初
め
て
成
立
ち
、
国
家
的
・
国
民
的
枠
組
み
を
不
可
欠
な
前
提
と
し
て
 
 

構
成
さ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
無
視
し
た
非
現
実
的
な
悪
意
的
議
論
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
有
機
的
全
体
と
し
て
の
 
「
世
界
 
 

シ
ス
テ
ム
」
や
「
世
界
資
本
主
義
」
な
る
統
一
的
主
体
物
は
、
仮
想
に
す
ぎ
ず
、
個
々
の
国
民
経
済
が
非
主
体
的
か
つ
部
分
的
な
る
も
の
 
 

（
1
5
）
 
 

で
、
そ
の
「
世
界
資
本
主
義
」
な
る
統
一
体
の
「
内
的
一
環
」
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
の
は
行
き
す
ぎ
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
い
い
う
る
。
 
 

㈹
 
同
様
に
、
岩
田
「
世
界
資
本
主
義
論
」
に
よ
る
「
世
界
資
本
主
義
が
自
分
自
身
で
発
展
転
化
し
」
 
（
同
、
一
〇
〇
頁
）
、
「
世
界
資
本
主
義
と
し
 
 

て
、
そ
れ
自
身
に
生
成
・
成
長
・
欄
熟
す
る
よ
う
な
歴
史
的
形
成
体
を
な
し
て
い
る
」
 
（
鈴
木
鴻
一
郎
編
『
経
済
学
原
理
論
上
』
、
東
大
出
版
会
、
 
 

一
九
六
〇
年
、
七
頁
）
と
い
う
主
張
も
、
国
家
権
力
に
よ
る
膿
民
か
ら
の
暴
力
的
土
地
収
奪
や
後
進
国
に
お
け
る
兜
進
国
の
高
度
に
発
達
し
た
生
 
 

産
力
・
生
産
関
係
の
移
植
や
特
達
郎
門
の
国
宝
資
本
の
巨
大
化
・
国
内
外
の
非
資
本
主
義
関
係
な
ど
の
諸
要
因
が
、
資
本
主
義
の
生
成
・
発
展
過
 
 

程
に
お
い
て
果
た
し
た
具
体
的
作
柄
と
意
義
を
全
く
無
視
し
た
観
念
的
見
解
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
具
体
的
諸
要
因
を
無
視
し
た
上
で
、
商
品
経
済
 
 

の
内
的
な
自
己
発
展
過
程
な
い
し
「
商
品
関
係
…
…
そ
れ
自
身
の
原
理
に
よ
っ
て
他
の
関
係
に
働
き
か
け
る
よ
う
な
自
主
性
」
に
も
と
づ
く
自
己
 
 

現
代
資
本
主
我
と
資
本
主
義
の
 
「
世
界
性
」
 
 

五   



五
四
 
 

展
開
過
程
と
し
て
、
資
本
主
薬
的
発
展
を
み
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
商
人
資
本
か
ら
盛
業
資
本
、
産
業
資
本
か
ら
金
融
資
本
へ
の
発
展
は
、
資
 
 
 

本
が
そ
れ
自
身
に
展
開
す
る
も
の
で
は
な
い
…
…
産
業
資
本
は
そ
れ
自
身
で
金
融
資
本
に
発
展
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
の
で
あ
る
（
宇
野
弘
威
『
経
 
 

済
学
方
法
論
』
、
東
大
出
版
会
、
一
九
六
二
牛
、
五
一
、
車
衰
）
。
こ
の
点
、
宇
野
、
同
、
第
H
部
第
二
輩
参
照
。
 
 

資
本
主
義
が
国
家
的
枠
組
み
を
不
可
欠
と
し
て
形
成
さ
れ
る
根
拠
と
岩
田
「
世
界
資
本
主
義
諭
」
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
は
、
鎌
食
草
夫
『
経
 
 
 

済
学
方
法
論
序
説
』
（
弘
文
堂
、
山
九
七
四
年
）
、
第
三
章
、
馬
場
宏
二
『
世
界
経
済
』
（
東
大
出
版
会
、
一
九
七
三
年
）
、
第
五
章
、
降
旗
節
雄
『
歴
 
 
 

史
と
主
体
性
』
（
青
木
書
店
、
一
九
六
九
年
）
、
第
H
部
第
二
草
、
柴
垣
和
夫
「
資
本
主
義
の
『
世
界
性
』
と
『
国
民
性
』
」
（
『
思
想
』
、
一
九
六
六
 
 
 

年
一
月
号
）
な
ど
の
議
論
が
あ
る
。
 
 
 

右
の
よ
う
に
資
本
主
義
は
、
商
品
経
済
の
世
界
市
場
的
発
展
を
前
提
に
し
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
近
代
的
統
一
国
家
を
枠
組
み
と
し
〓
凶
 
 

資
本
主
義
と
し
て
の
み
成
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
各
国
ご
と
に
そ
の
生
産
力
水
準
や
経
済
規
模
、
商
品
経
済
の
発
達
の
程
度
な
ど
が
そ
れ
 
 

ぞ
れ
興
ら
ざ
る
を
え
な
い
の
は
必
然
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
た
ん
に
生
産
力
が
進
ん
だ
国
と
相
対
的
に
遅
れ
た
国
あ
る
い
は
高
度
に
発
達
 
 

し
た
資
本
主
義
国
と
商
品
経
済
が
未
発
達
な
国
な
ど
の
諸
国
間
の
国
際
経
済
関
係
の
総
体
と
し
て
、
世
界
経
済
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
 
 

る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
も
っ
と
も
高
度
に
生
産
力
を
発
達
さ
せ
、
そ
の
生
産
力
に
適
合
的
な
資
本
形
態
を
展
開
す
る
 
 

特
定
の
先
進
国
が
、
指
導
的
地
位
に
立
ち
、
同
園
∵
同
国
資
本
中
心
に
国
際
経
済
的
関
連
が
編
成
さ
れ
る
関
係
が
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
 
 

国
際
経
済
関
係
抜
き
の
資
本
主
義
は
あ
り
え
ず
、
い
か
な
る
園
も
つ
ね
に
対
外
的
経
済
関
係
を
前
提
な
い
し
蝶
介
に
し
て
発
展
す
る
の
で
 
 

あ
る
が
、
指
導
国
・
指
導
国
資
本
の
ば
あ
い
は
、
そ
の
儀
越
し
た
生
産
力
・
経
済
力
を
も
っ
て
対
外
進
出
∵
対
外
市
場
拡
張
し
、
そ
の
さ
 
 

い
対
外
関
係
・
諸
外
国
を
自
己
の
利
益
に
添
う
適
合
的
な
形
で
、
再
生
産
の
環
に
組
み
込
み
、
「
自
己
の
姿
に
似
せ
て
」
国
際
経
済
関
係
を
 
 

編
成
∴
形
作
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 
 



他
方
、
爾
余
諸
国
の
ば
あ
い
は
、
も
と
よ
り
一
国
資
本
主
義
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
そ
う
し
た
先
進
国
主
導
・
中
心
に
 
 

し
て
形
成
さ
れ
る
国
際
経
済
関
係
の
中
に
包
摂
さ
れ
、
そ
の
下
で
、
先
進
国
の
資
本
・
生
産
力
に
よ
る
圧
倒
的
影
響
を
う
け
、
先
進
国
経
 
 

済
へ
の
適
合
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
指
導
国
に
追
随
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
立
場
に
お
か
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
こ
で
は
先
進
国
産
業
の
強
い
 
 

国
際
競
争
力
と
そ
の
圧
倒
的
経
済
力
お
よ
び
先
進
国
の
対
外
経
済
政
策
の
影
響
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
諸
国
の
商
品
経
済
的
利
害
の
在
所
が
 
 

基
本
的
に
規
定
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
そ
の
商
品
経
済
と
し
て
の
型
が
客
観
的
に
規
制
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
国
際
経
済
関
係
の
な
か
で
、
 
 

先
進
国
資
本
主
義
の
あ
り
方
に
対
応
し
、
あ
る
い
は
先
進
資
本
主
義
国
の
支
配
的
影
響
に
よ
っ
て
、
各
国
資
本
主
義
の
基
本
的
態
様
が
規
 
 

定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
各
国
ご
と
に
個
別
歴
史
的
特
殊
事
情
が
あ
り
、
国
際
経
済
上
の
立
場
に
よ
っ
て
各
国
資
本
主
務
の
態
様
 
 

の
す
べ
て
が
決
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
国
際
的
商
品
経
済
関
係
の
な
か
で
先
進
国
の
指
導
的
影
響
力
は
支
配
的
・
圧
倒
的
規
 
 

制
力
を
も
つ
の
で
あ
り
、
指
導
的
先
進
国
に
対
応
す
る
国
際
経
済
的
位
置
な
い
し
対
外
的
経
済
側
面
を
枠
組
に
し
て
、
そ
の
う
え
で
そ
れ
 
 

ぞ
れ
の
国
内
的
歴
史
事
情
に
も
規
定
さ
れ
て
、
各
個
別
資
本
主
義
が
特
殊
に
展
開
し
て
ゆ
く
関
連
が
あ
る
の
で
あ
る
。
じ
つ
さ
い
に
、
指
 
 

導
的
先
進
国
資
本
主
義
と
同
質
・
同
等
化
の
途
を
辿
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
そ
れ
と
は
異
な
る
様
相
と
過
程
を
と
っ
て
、
各
国
資
本
 
 

主
義
が
成
立
。
発
展
し
て
い
る
事
由
で
あ
る
。
具
体
的
事
例
に
つ
い
て
か
ん
た
ん
に
み
て
み
よ
う
。
 
 
 

た
と
え
ば
一
九
世
紀
自
由
主
義
期
に
は
、
先
進
国
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
資
本
と
イ
ギ
リ
ス
国
家
は
、
国
際
経
済
関
係
を
農
工
分
業
関
係
と
 
 

し
て
編
成
し
、
そ
の
な
か
で
「
世
界
の
工
場
」
と
し
て
君
臨
し
、
綿
製
品
中
心
に
工
業
製
品
輸
出
を
激
増
さ
せ
、
輸
出
主
導
型
経
済
成
長
 
 

を
遂
げ
る
一
方
で
は
、
国
内
農
業
生
産
を
切
捨
て
農
産
物
を
大
量
輸
入
し
、
同
国
は
世
界
の
巨
大
農
産
物
輸
入
国
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
対
 
 

応
す
る
形
で
、
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
等
非
英
諸
国
は
農
産
物
輸
出
国
化
し
 
－
 
イ
ギ
リ
ス
の
先
進
的
な
‡
業
生
産
力
に
よ
っ
て
圧
倒
さ
れ
、
 
 

世
界
市
場
は
む
ろ
ん
の
こ
と
国
内
市
場
で
さ
え
そ
の
強
い
圧
力
を
う
け
て
自
国
綿
工
業
の
発
達
が
い
ち
じ
る
し
く
抑
制
さ
れ
る
一
方
で
は
、
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
「
世
界
性
」
 
 



票
 
 

【
M
）
 
 

綿
花
・
穀
物
・
油
脂
等
農
産
物
の
膨
大
な
対
イ
ギ
リ
ス
輸
出
市
場
が
開
か
れ
て
い
た
か
ら
1
、
そ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
工
業
に
対
す
る
農
 
 

業
国
と
し
て
の
枠
組
み
を
前
提
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
が
「
世
界
の
工
場
」
た
る
地
位
を
し
め
る
世
界
の
な
か
で
、
ド
イ
ツ
等
は
そ
の
資
本
 
 

主
義
化
を
追
求
・
強
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
・
ア
メ
リ
カ
等
後
発
諸
国
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
と
は
資
本
 
 

の
原
始
的
蓄
積
も
産
業
革
命
も
大
幅
に
異
り
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
軽
工
業
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
力
が
相
対
的
 
 

に
弱
か
っ
た
重
工
業
を
基
軸
に
し
、
鉄
道
の
発
達
と
結
び
つ
い
た
重
工
業
を
主
導
部
門
に
し
て
、
資
本
主
義
的
発
展
が
推
進
さ
れ
実
現
し
 
 

（
持
）
 
 

た
理
由
で
あ
る
。
 
 

㈹
 
「
イ
ギ
リ
ス
綿
糸
の
怒
涛
の
よ
う
な
流
入
は
ド
イ
ツ
繊
維
工
糞
の
発
展
を
不
可
能
と
す
る
ほ
ど
の
重
圧
と
な
っ
て
い
た
。
す
く
な
く
と
も
一
 
 
 

九
世
紀
前
半
に
お
い
て
木
綿
工
業
が
ド
イ
ツ
経
済
を
離
陸
さ
せ
る
主
導
工
糞
部
門
と
な
る
こ
と
は
全
く
不
可
能
で
あ
っ
た
」
（
佐
藤
明
『
近
代
世
界
 
 
 

経
済
史
』
、
未
来
社
、
一
九
七
四
年
、
二
手
九
京
）
。
一
八
七
〇
年
時
点
で
も
、
輸
入
綿
糸
が
国
内
消
蟄
魔
の
約
二
劉
を
し
め
、
ド
イ
ツ
は
い
ぜ
ん
 
 

と
し
て
綿
製
品
の
輸
入
国
に
と
ど
ま
り
、
綿
糸
生
産
数
最
も
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
の
わ
ず
か
一
五
％
相
当
に
す
ぎ
な
か
っ
た
 
（
大
内
力
『
帝
国
主
義
 
 

諭
上
』
、
釆
大
出
版
食
、
一
九
八
五
年
、
二
四
三
京
よ
り
）
。
他
方
、
ド
イ
ツ
の
「
ユ
ン
カ
ー
は
穀
物
や
羊
毛
の
輸
出
拡
大
を
望
ん
で
い
た
」
。
同
国
 
 

で
は
貿
易
の
「
自
由
と
い
う
こ
と
で
ユ
ン
カ
ー
の
立
場
が
擁
護
さ
れ
…
…
と
も
か
く
農
産
物
の
輸
出
」
が
「
拡
大
し
」
て
い
た
 
（
渡
辺
国
広
『
工
 
 

業
化
の
比
較
史
』
、
慶
応
通
信
社
、
一
九
七
三
年
、
三
七
京
）
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
た
ん
に
ド
イ
ツ
が
農
産
物
輸
出
を
「
望
ん
だ
」
だ
け
で
実
現
 
 
 

し
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
の
背
後
に
は
、
圧
倒
的
な
経
済
大
国
イ
ギ
リ
ス
が
、
自
国
内
農
業
を
切
捨
て
て
農
産
物
輸
入
国
化
し
、
工
業
製
 
 

品
輸
出
と
交
換
に
、
農
産
物
を
他
界
市
場
か
ら
大
量
に
買
付
け
、
受
入
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
そ
れ
で
こ
そ
「
ユ
ン
カ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
 
 

に
対
し
食
糧
を
提
供
」
し
、
ド
イ
ツ
「
農
業
は
い
よ
い
よ
強
化
さ
れ
た
」
 
（
同
、
一
八
、
四
〇
貢
）
 
の
で
あ
っ
た
。
 
 

イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
関
係
も
前
者
の
工
業
品
と
後
者
の
農
産
物
と
の
交
換
を
基
礎
に
し
て
発
展
し
 
（
た
と
え
ば
一
八
三
〇
年
代
に
 
 
 



ほ
ア
メ
リ
カ
主
要
生
産
物
の
綿
花
の
総
産
出
高
J
の
う
ち
の
八
剖
が
輸
出
に
向
け
ら
れ
、
そ
の
ま
た
八
割
方
が
対
イ
ギ
リ
ス
輸
出
で
あ
っ
た
）
、
ア
メ
 
 

リ
カ
は
イ
ギ
リ
ス
に
た
い
L
て
明
ら
か
に
農
業
国
の
関
係
に
あ
っ
た
旧
 
ア
メ
リ
カ
国
内
に
お
い
て
白
田
綿
工
繋
が
漸
次
的
に
発
達
し
た
と
は
い
え
、
 
 

品
質
・
生
産
費
の
点
で
イ
ギ
リ
ス
綿
工
業
に
比
し
て
い
ち
じ
る
L
く
劣
り
、
一
入
七
〇
年
に
な
っ
て
も
ア
メ
リ
カ
の
綿
製
品
輸
入
依
存
率
は
な
お
 
 

∵
六
・
九
％
に
達
し
 
（
国
内
生
産
価
額
に
た
い
す
る
純
輸
入
価
額
の
比
率
、
津
田
隆
『
世
界
綿
業
資
本
の
発
展
』
、
黎
明
草
履
、
一
九
四
八
年
、
一
 
 

七
一
貫
よ
り
）
、
「
ア
メ
リ
カ
綿
菜
の
成
功
は
下
級
綿
布
の
分
野
で
あ
っ
て
、
高
級
品
市
場
は
い
ぜ
ん
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
支
配
下
に
あ
っ
た
」
 
 

（
荒
井
政
治
『
国
際
経
済
史
入
門
』
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
三
年
、
五
六
哀
）
。
 
 
 

㈹
 
吉
岡
昭
彦
『
近
代
イ
ギ
リ
ス
経
済
史
』
含
有
披
書
店
…
九
八
山
年
）
、
大
内
力
、
前
掲
『
帝
国
主
我
諭
上
』
、
河
野
健
二
他
編
『
世
界
資
本
主
義
 
 

の
形
成
』
 
（
岩
波
書
店
、
一
九
六
七
年
）
な
ど
参
昭
…
。
 
 
 

ま
た
第
一
次
大
戦
前
の
古
典
的
帝
国
主
義
期
に
は
、
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
等
の
金
融
資
本
と
帝
国
主
義
国
家
は
、
国
際
経
済
関
係
を
た
 
 

ん
な
る
工
業
品
と
農
産
物
の
交
換
関
係
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
資
本
の
輸
出
を
基
礎
に
し
、
金
融
資
本
に
よ
る
過
剰
資
本
・
過
剰
生
 
 

産
力
の
対
外
輸
出
－
同
過
剰
資
本
の
吸
収
・
処
理
の
関
係
と
し
て
編
成
し
た
。
こ
こ
で
は
帝
国
主
義
国
の
強
力
な
政
治
的
・
経
済
的
支
配
 
 

力
に
よ
っ
て
、
地
球
上
の
広
範
な
未
開
発
地
域
が
植
民
地
化
・
従
属
国
化
さ
れ
 
一
 
対
外
投
資
は
投
資
国
に
よ
る
被
投
資
国
に
た
い
す
る
 
 

政
治
的
支
配
を
必
然
的
に
と
も
な
っ
た
か
ら
 
ー
、
金
融
資
本
的
過
剰
資
本
・
過
剰
生
産
力
処
理
の
た
め
に
植
民
地
工
業
の
破
壊
・
「
非
工
 
 

業
化
」
が
強
制
さ
れ
、
か
つ
被
支
配
国
に
対
す
る
第
一
次
産
品
生
産
依
存
の
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
型
経
済
へ
の
特
化
・
鋳
直
し
が
強
行
さ
れ
 
 

た
。
じ
つ
さ
い
、
宗
主
国
資
本
は
自
国
工
業
と
競
合
的
な
エ
柴
部
門
へ
の
現
地
資
本
投
下
を
回
避
し
た
う
え
に
、
圧
倒
的
優
位
な
生
産
力
 
 

を
も
っ
て
現
地
の
伝
統
的
工
妾
∵
手
工
業
を
徹
底
破
壊
し
、
時
に
は
植
民
地
統
治
の
〓
環
と
し
て
現
地
工
業
の
強
制
的
取
り
つ
ぶ
し
等
の
 
 

直
接
的
反
工
業
化
施
策
さ
え
強
行
（
た
と
え
ば
日
本
政
貯
に
よ
る
朝
鮮
植
民
地
に
お
け
る
「
在
来
手
筋
の
禁
止
」
・
綿
花
栽
培
の
強
制
措
置
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
「
世
界
性
」
 
 



宍
 
 
 

な
ど
）
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
先
進
国
の
金
融
資
本
的
発
展
に
対
応
・
規
定
さ
れ
て
、
後
進
諸
寓
は
「
非
工
業
化
」
・
低
開
発
化
さ
れ
、
 
 

（
1
8
）
 
 

そ
の
資
本
主
義
的
発
展
が
政
治
的
に
も
阻
止
さ
れ
る
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
世
紀
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
中
心
の
国
際
経
済
関
係
 
 

の
な
か
で
は
、
後
進
国
で
の
工
美
化
・
資
本
主
義
化
が
漸
次
的
に
促
進
さ
れ
え
た
の
に
た
い
し
て
、
第
一
次
大
戦
前
の
古
典
的
帝
国
主
義
 
 

期
の
国
際
経
済
関
係
の
も
と
で
は
、
後
進
国
の
工
業
化
・
資
本
主
義
化
が
も
は
や
許
容
さ
れ
え
ず
、
資
本
主
義
的
関
係
の
世
界
的
普
及
・
 
 

拡
大
が
阻
害
さ
れ
た
。
両
者
の
違
い
は
全
く
指
導
的
先
進
国
に
お
け
る
支
配
的
資
本
と
資
本
主
義
の
性
格
の
相
違
に
も
と
づ
い
て
い
た
の
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

㈹
 
欧
米
先
進
国
に
よ
る
資
本
輸
出
を
テ
コ
と
す
る
海
外
彼
進
諸
国
の
経
済
開
発
は
、
第
一
に
、
後
者
の
「
自
給
自
足
経
済
の
破
壊
…
…
伝
統
的
 
 
 

に
成
立
し
て
い
た
手
工
業
・
工
業
の
停
滞
あ
る
い
は
後
退
・
破
壊
…
…
い
わ
ゆ
る
低
開
発
地
城
の
非
工
業
化
」
を
も
た
ら
し
、
そ
し
て
「
一
次
産
 
 
 

品
輸
出
経
済
（
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
・
モ
ノ
エ
キ
ス
ポ
ー
ト
）
 
へ
の
特
化
」
「
流
通
部
門
・
第
三
次
部
門
の
輿
常
な
肥
大
化
」
と
い
う
「
経
済
構
造
の
 
 
 

奇
形
化
」
を
導
い
た
。
第
±
に
、
「
こ
れ
ら
の
地
域
で
支
配
的
で
あ
っ
た
伝
統
的
土
地
制
度
の
大
き
な
変
革
」
と
「
こ
の
地
域
の
伝
統
的
な
」
政
治
 
 
 

的
「
支
配
制
度
の
大
き
な
変
質
」
を
も
と
も
な
っ
た
（
西
川
潤
『
飢
え
の
構
造
』
、
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
七
四
年
、
九
九
－
一
〇
〇
頁
）
。
 
 

そ
の
他
、
楊
井
克
巳
『
概
説
国
際
経
済
論
』
（
束
大
出
版
含
、
一
九
六
五
空
、
第
二
篇
、
H
．
M
a
g
d
O
f
二
m
p
e
r
i
a
l
i
s
m
‥
F
r
O
m
t
h
e
C
0
1
0
n
i
a
l
 
 

A
g
e
t
O
t
h
e
P
r
e
s
e
n
t
こ
讐
∞
一
な
ど
参
照
。
 
 
 

以
上
ま
と
め
て
言
う
と
、
資
本
主
義
は
あ
く
ま
で
国
民
経
済
を
単
位
と
し
て
成
立
ち
、
各
国
資
本
主
義
と
し
て
展
開
・
存
在
す
る
。
と
 
 

は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
回
資
本
主
裁
と
し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
並
存
し
、
自
立
・
独
行
で
生
成
・
発
展
し
て
ゆ
く
の
で
も
、
ま
た
た
ん
に
諸
 
 

国
民
経
済
が
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
合
い
、
「
複
数
の
〓
些
賛
本
主
薬
が
絡
ま
り
合
い
、
強
い
も
の
弱
い
も
の
が
互
い
に
さ
ま
ぎ
ま
な
影
響
 
 

を
与
え
合
い
な
が
ら
移
行
し
て
行
く
。
そ
う
い
う
総
体
の
姿
こ
そ
が
、
〔
世
界
資
本
主
義
〕
で
あ
」
る
（
大
塚
久
雄
「
産
業
革
命
の
諸
類
型
」
 
 
 



『
土
地
制
度
史
学
』
、
第
三
六
号
、
一
九
六
七
年
、
六
四
東
）
わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

第
一
に
、
支
配
的
生
産
力
を
も
ち
、
支
配
的
資
本
形
態
を
展
開
し
、
爾
余
の
諸
国
に
支
配
的
影
響
力
を
及
ぼ
す
指
導
的
先
進
国
が
存
在
 
 

す
る
。
同
指
導
国
資
本
主
義
の
主
導
的
影
響
力
に
規
定
さ
れ
て
、
各
国
資
本
主
義
の
態
様
と
性
格
が
基
本
的
に
決
ま
る
関
係
が
あ
る
。
商
 
 

品
経
済
的
国
際
経
済
関
係
の
な
か
で
、
各
国
資
本
主
義
は
、
先
進
資
本
主
義
国
と
密
接
に
関
連
し
、
「
か
な
ら
ず
先
進
国
に
お
け
る
資
本
主
 
 

義
の
発
展
の
影
響
の
も
と
に
…
…
資
本
主
義
化
」
し
宇
野
弘
蔵
、
前
掲
『
方
法
論
』
、
四
五
重
、
他
方
各
国
の
国
内
的
特
殊
歴
史
事
情
 
 

と
も
あ
い
ま
っ
て
、
資
本
主
義
的
発
展
を
個
別
的
に
そ
れ
ぞ
れ
実
現
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
「
一
つ
の
有
機
的
全
体
性
を
な
す
世
界
資
本
主
 
 

義
」
が
あ
り
、
「
各
国
資
本
主
義
」
は
「
そ
の
有
機
的
構
成
部
分
」
で
あ
り
、
「
各
国
資
本
主
義
は
、
世
界
資
本
主
義
の
頭
の
位
置
に
あ
た
 
 

っ
た
り
、
心
臓
の
位
置
に
あ
た
、
つ
た
り
、
手
足
の
部
分
に
あ
た
っ
た
り
と
い
う
こ
と
」
（
岩
田
弘
、
前
掲
、
九
九
京
）
に
な
っ
て
い
る
の
で
 
 

｛
1
9
）
 
 

は
決
し
て
な
い
。
 
 
 

㈹
 
「
資
本
主
義
は
、
世
界
資
本
主
義
と
し
て
発
生
し
、
発
展
し
、
没
落
す
る
…
…
が
、
そ
れ
は
一
体
と
し
て
か
か
る
歴
史
的
過
程
を
示
す
も
の
 
 
 

で
は
な
」
い
。
「
特
定
の
国
が
指
導
的
地
位
に
あ
っ
て
、
資
本
主
義
の
世
界
史
的
発
展
を
示
す
に
す
ぎ
な
い
」
。
資
本
主
義
の
「
世
界
史
的
発
展
は
、
 
 
 

い
ず
れ
か
の
国
を
指
導
的
な
先
進
国
と
し
て
展
開
さ
れ
」
、
そ
の
さ
い
そ
の
特
定
の
指
導
的
先
進
国
は
、
「
他
の
諸
国
に
お
け
る
資
本
主
義
の
発
生
、
 
 
 

発
展
の
過
程
に
も
支
配
的
影
響
を
お
よ
ば
」
し
、
「
他
の
諸
国
も
こ
れ
に
影
響
さ
れ
て
資
本
主
義
化
す
る
㌔
し
た
が
っ
て
「
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
経
 
 
 

済
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
特
の
歴
史
を
も
ち
な
が
ら
、
資
本
主
裁
縫
済
を
採
り
入
れ
る
と
き
、
資
本
主
義
の
世
界
史
的
発
展
段
階
の
異
な
る
に
従
っ
 
 
 

て
、
そ
の
発
生
、
発
展
の
過
程
は
い
ち
じ
る
し
く
異
な
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
」
る
（
宇
野
弘
蔵
、
前
掲
『
方
法
』
、
五
〇
、
四
五
琴
 
『
政
策
 
 

論
』
、
二
六
〇
寛
）
。
 
 
 

第
二
に
、
そ
の
ば
あ
い
指
導
的
先
進
国
も
、
国
内
市
場
と
と
も
に
国
際
貿
易
・
投
資
を
資
本
の
再
生
産
の
環
に
包
摂
し
て
い
る
の
で
あ
 
 

現
代
資
本
主
務
と
資
本
主
薬
の
「
世
界
性
」
 
 
 



六
〇
 
 
 

り
、
先
進
国
中
心
・
主
導
の
国
際
級
清
閑
係
の
な
か
で
苛
稗
を
展
開
し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
 
 
 

撃
こ
に
、
し
か
も
指
導
的
先
進
国
や
そ
の
支
配
的
資
本
形
態
は
、
具
体
的
に
は
一
七
－
一
八
世
紀
重
商
主
轟
期
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
商
 
 

人
資
本
、
一
九
世
紀
自
由
主
義
細
の
イ
ギ
リ
ス
産
業
資
本
、
第
一
次
大
戦
前
古
典
的
帝
国
主
義
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
・
イ
ギ
リ
ス
金
融
資
 
 

本
と
い
う
よ
う
に
、
世
界
史
的
な
発
展
段
階
ご
と
に
歴
数
的
に
変
遷
・
推
移
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
に
と
も
な
い
世
界
資
本
主
義
は
そ
 
 

（
飾
）
 
 

の
性
格
を
そ
れ
ぞ
れ
異
に
し
て
い
る
。
 
 
 

㈹
 
資
本
主
義
の
世
界
史
的
発
展
は
、
「
十
六
、
十
七
世
紀
に
お
け
る
西
欧
資
本
主
義
の
商
人
資
本
的
発
展
…
…
十
八
世
紀
の
産
業
革
命
を
基
礎
に
 
 
 

産
業
資
本
の
支
配
を
確
立
す
る
自
由
主
義
の
時
代
…
…
十
九
世
紀
末
に
お
け
る
ド
イ
ツ
並
び
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
金
融
資
本
の
形
成
に
よ
る
帝
 
 
 

国
主
義
の
段
階
と
い
う
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
そ
の
時
期
を
典
型
的
に
代
表
し
、
後
進
諸
国
に
そ
の
指
導
的
影
響
を
及
ぼ
す
先
進
国
の
資
本
主
義
」
 
 
 

な
い
し
「
こ
の
各
時
期
を
代
表
す
る
資
本
の
型
」
と
し
て
「
あ
ら
わ
れ
」
て
い
る
（
宇
野
弘
蔵
、
前
掲
『
方
法
鮎
、
四
五
東
）
。
 
 
 

右
が
資
本
主
義
の
 
「
世
界
性
」
で
あ
り
、
右
の
意
味
に
お
い
て
資
本
主
義
は
本
来
的
に
他
界
資
本
主
義
で
あ
り
、
資
本
主
義
は
世
界
史
 
 

｛
2
1
）
 
 

的
に
発
展
過
程
を
た
ど
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

粧
 
そ
の
他
、
A
・
G
・
フ
ラ
ン
ク
に
代
表
さ
れ
る
「
新
従
属
学
派
」
理
論
も
、
一
種
の
世
界
資
本
主
亜
恋
を
展
開
し
て
い
る
。
同
論
の
骨
子
は
 
 

つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
川
資
本
主
義
は
世
界
資
本
主
務
と
し
て
の
み
存
在
す
る
。
倒
そ
の
世
界
資
本
主
薬
は
、
∵
六
世
紀
の
「
重
商
主
義
資
本
 
 
 

主
務
」
時
代
以
来
、
「
先
進
的
中
枢
猪
園
と
低
開
発
的
衛
鼠
諸
国
」
と
に
「
両
極
分
解
」
し
て
い
る
。
㈱
前
者
「
中
枢
団
」
は
、
資
本
主
義
「
体
制
 
 

の
独
占
的
構
造
と
搾
取
関
係
」
に
よ
っ
て
、
後
者
「
周
辺
衛
嵐
諸
国
」
か
ら
衛
星
図
が
生
み
だ
す
「
経
済
余
剰
を
収
葡
」
す
る
。
㈱
世
界
資
本
主
 
 
 

凝
の
「
植
民
地
主
義
、
自
由
主
義
、
帝
国
主
義
、
現
在
に
わ
た
る
㌧
軍
発
展
過
程
を
通
じ
て
、
た
だ
収
奪
の
形
態
が
変
化
す
る
だ
け
で
、
「
中
枢
1
 
 
 

衛
星
」
構
造
の
本
質
は
連
続
し
て
い
る
。
㈲
そ
の
結
果
、
「
世
界
的
中
枢
†
衛
星
構
造
の
中
で
」
、
「
そ
の
余
剰
を
流
桐
し
て
い
る
中
枢
」
は
「
経
済
 
 
 



発
展
を
紹
」
き
、
「
経
済
余
剰
を
収
醇
さ
か
た
周
辺
勧
姉
し
ほ
「
低
開
発
に
陥
し
り
き
ょ
く
ど
に
覇
道
化
す
る
1
 
捕
し
た
か
㌦
て
中
枢
国
と
勘
星
は
 
 
 

浴
そ
調
 
「
経
済
発
展
♭
－
舐
開
発
ほ
、
同
じ
コ
イ
ン
釣
西
中
合
か
せ
渕
両
面
で
あ
L
り
、
1
僚
本
・
巨
兼
調
世
弊
的
拡
張
・
柁
展
ヒ
い
う
同
㌦
緋
鯉
史
過
 
 
 

程
が
、
経
済
発
展
ヒ
構
造
的
低
閉
経
の
両
方
を
同
時
に
牛
み
川
ト
た
の
で
あ
り
ー
い
ま
も
隼
み
‖
し
つ
り
あ
る
L
巾
〓
仁
、
浄
（
十
F
r
a
コ
k
一
L
叫
コ
d
巧
l
 
 
 

d
讐
e
l
名
ヨ
e
邑
彗
R
e
芸
訂
t
i
昌
一
－
讐
摩
大
椅
正
拾
他
訳
¶
世
界
嚢
本
、
巨
滋
と
低
開
発
』
、
柘
植
番
癌
、
∵
サ
ギ
八
年
、
引
用
罵
略
）
。
 
 

ん
フ
ラ
ン
ク
説
は
、
先
進
国
と
低
開
発
・
後
進
国
と
の
有
機
的
関
係
、
曲
者
に
よ
ご
J
穐
宵
の
経
済
条
件
が
決
定
的
に
制
約
・
規
定
き
れ
る
 
 
 

世
界
資
本
、
上
兼
的
関
連
を
強
調
L
て
い
る
か
ぎ
り
で
は
、
そ
の
他
第
三
世
界
の
繚
窮
化
原
因
を
第
三
世
界
内
部
の
 
「
前
近
代
的
」
・
「
封
建
的
」
社
 
 
 

会
関
係
に
求
め
る
内
部
要
因
論
や
単
線
的
近
代
化
論
、
「
∴
帝
社
会
L
論
を
そ
れ
ぞ
れ
批
判
・
峻
拒
L
て
い
る
点
も
含
め
て
 
爪
同
、
一
五
－
〓
ハ
 
 
 

哀
）
、
∬
当
で
あ
る
と
い
い
う
る
ひ
だ
が
、
同
線
で
は
、
先
進
国
壌
本
主
題
訴
性
格
な
い
し
そ
の
支
配
的
栗
本
形
態
が
鮨
史
的
に
変
化
し
、
そ
れ
に
 
 
 

伴
な
い
先
進
国
－
後
進
的
の
国
際
線
摂
関
條
の
あ
り
方
が
沌
展
段
階
ご
と
に
相
過
し
て
い
る
点
が
、
全
く
無
視
き
れ
て
L
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
 
 
 

蔽
大
な
難
点
が
あ
る
。
帝
国
主
義
的
収
奪
－
被
収
奪
関
係
が
、
資
本
、
美
凝
の
全
発
展
過
程
を
通
L
て
二
濁
し
て
贋
ぬ
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
 
 
 

た
と
え
ば
第
一
次
大
戦
前
の
お
典
的
帝
国
主
義
と
第
二
次
大
戦
後
の
現
代
資
本
主
裁
と
で
は
、
指
尊
的
先
進
国
も
指
導
国
に
お
け
る
資
本
主
義
的
 
 
 

発
展
の
態
様
も
、
そ
の
焦
産
力
水
準
も
国
際
的
経
済
関
係
も
い
ち
じ
る
し
く
興
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
一
次
大
戦
前
内
典
的
帝
国
主
義
期
に
 
 
 

は
農
⊥
国
際
分
業
と
植
民
地
体
制
下
で
の
 
「
非
＋
業
化
」
＝
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
聖
経
済
構
造
に
も
と
づ
き
低
開
発
諸
岡
の
 
「
低
開
発
性
L
が
生
じ
 
 
 

た
の
に
た
い
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
に
お
い
て
は
む
し
ろ
植
民
地
の
政
治
的
独
骨
∵
∴
⊥
葉
化
の
促
進
・
対
外
経
済
援
助
資
金
・
多
国
籍
企
業
の
受
 
 
 

入
れ
等
戦
後
期
特
有
の
諸
条
件
に
と
も
な
っ
て
、
そ
れ
が
牡
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
前
者
と
後
者
の
 
「
機
関
発
煙
し
は
そ
の
性
質
が
興
る
の
で
あ
 
 
 

る
。
そ
れ
ら
を
区
別
せ
ず
に
、
帝
国
主
義
的
支
配
・
被
支
配
、
収
奪
・
被
収
奪
関
係
に
よ
っ
て
資
本
主
凝
の
全
勝
史
過
程
を
割
り
切
っ
て
し
ま
う
 
 
 

「
新
従
属
派
」
的
議
論
で
は
、
七
〇
年
代
以
降
に
お
け
る
ア
ジ
ア
N
I
E
S
の
め
ざ
ま
し
い
工
業
発
展
や
低
開
発
渚
国
の
分
忽
と
多
様
化
な
ど
の
 
 

現
代
資
本
、
主
義
と
資
本
、
玉
藻
の
 
「
世
界
性
」
 
 

＿．L一 一′ 、   



竺
 
 

現
代
的
現
象
が
と
う
て
い
解
明
さ
れ
が
た
い
の
で
あ
る
。
「
新
従
属
学
派
し
説
の
難
点
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
拙
稿
「
戦
後
資
本
主
義
の
発
展
 
 
 

構
造
（
こ
」
 
（
『
筑
波
大
経
済
学
論
集
第
〓
号
』
、
山
九
八
三
年
）
、
六
六
－
七
〇
京
、
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 
 

同
様
に
、
楊
井
克
巳
氏
提
唱
の
国
際
経
済
＝
中
心
国
に
よ
る
「
全
体
棒
造
」
諭
も
、
中
心
国
資
本
主
義
の
性
格
や
支
配
的
資
本
形
態
の
歴
史
 
 
 

的
変
化
及
び
そ
れ
に
伴
な
う
国
際
経
済
関
係
編
成
の
変
化
が
明
確
に
把
捉
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
（
楊
井
克
巳
、
前
掲
『
概
説
』
、
 
 
 

参
照
）
。
し
た
が
っ
て
楊
井
「
全
体
構
造
」
説
で
は
、
資
本
主
義
の
変
質
・
爛
熟
期
あ
る
意
味
で
は
没
落
期
と
も
い
い
う
る
古
典
的
帝
国
主
義
の
時
 
 
 

代
が
、
む
し
ろ
反
対
に
「
発
展
期
」
と
し
て
規
定
（
同
、
一
一
－
一
二
重
さ
れ
て
し
透
い
、
ま
た
自
由
主
義
覿
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
支
配
的
 
 
 

資
本
が
産
業
資
本
な
る
が
ゆ
え
に
、
同
国
が
工
業
に
特
化
し
国
内
農
業
を
切
捨
て
、
そ
の
結
果
イ
ギ
リ
ス
を
工
業
国
と
す
る
国
際
的
分
業
体
制
が
 
 
 

編
成
さ
れ
た
関
係
や
、
第
一
次
大
戦
以
降
金
融
資
本
が
経
済
的
自
立
的
過
程
と
し
て
蓄
積
展
開
し
え
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
国
家
が
稗
梅
的
に
経
 
 
 

済
過
程
に
介
入
し
国
際
経
済
関
係
を
組
織
化
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
 
一
 
同
氏
の
い
う
よ
う
に
た
ん
な
る
先
進
諸
国
間
の
生
産
力
格
差
の
拡
大
 
 
 

お
よ
び
世
界
恐
慌
へ
の
対
応
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
＝
国
際
経
済
の
「
解
体
」
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
 
ー
 
と
い
う
事
情
な
ど
が
、
い
ち
じ
 
 
 

る
し
く
あ
い
ま
い
な
い
し
無
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
横
井
説
に
つ
い
て
は
、
大
内
力
『
「
経
済
学
」
批
判
』
 
（
日
本
評
論
社
、
一
九
 
 

六
七
年
）
、
第
七
凄
も
参
昭
…
。
 
 
 

以
上
か
ら
、
先
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
第
二
次
大
戦
彼
の
現
代
資
本
主
義
も
、
そ
の
節
一
義
は
何
と
い
っ
て
も
古
典
的
帝
国
主
義
の
そ
 
 

れ
に
た
い
す
る
第
二
次
大
戦
後
の
国
際
経
済
関
係
な
い
し
世
界
資
本
主
発
関
係
の
変
化
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
第
 
 

二
次
大
戦
後
に
お
け
る
新
し
く
登
場
し
た
指
導
的
・
中
心
的
先
進
国
と
指
導
国
資
本
主
義
の
性
格
の
変
化
お
よ
び
同
国
主
導
・
中
心
に
し
 
 

て
形
成
さ
れ
る
国
際
経
済
関
係
の
内
実
が
ま
ず
せ
ん
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
本
質
的
課
題
に
な
る
の
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
彼
の
現
 
 

代
資
本
主
義
も
資
本
主
義
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
で
も
「
特
定
の
国
が
指
導
的
地
位
に
あ
っ
て
、
資
本
主
義
の
世
界
史
的
発
展
を
示
」
 
（
宇
野
 
 
 



弘
蔵
、
前
掲
『
方
法
論
』
、
五
〇
頁
）
し
、
指
導
的
影
響
を
及
ぼ
し
、
各
国
資
本
主
義
の
態
様
を
基
本
的
に
規
定
す
る
と
い
う
世
界
資
本
主
 
 

（
2
2
）
 
 

義
的
関
連
な
い
し
資
本
主
義
の
 
「
世
界
性
」
が
あ
る
の
に
は
変
り
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

㈹
 
大
内
力
氏
は
、
第
一
次
大
戦
後
以
降
は
「
典
型
的
に
こ
の
時
期
の
資
本
主
義
を
代
表
す
る
団
と
い
っ
た
も
の
が
な
く
な
」
り
「
中
心
国
も
な
 
 

い
」
、
そ
こ
で
の
「
世
界
経
済
…
…
は
も
は
や
中
心
国
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
と
し
て
は
と
ら
え
よ
う
が
な
く
な
っ
て
い
」
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
（
大
 
 

内
力
、
前
掲
『
批
判
』
、
一
八
四
頁
）
。
 
 

同
主
張
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
。
第
一
に
、
た
し
か
に
大
内
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
第
鵬
次
大
戦
後
は
も
は
や
資
本
主
義
の
発
展
段
 
 

階
で
は
な
い
。
そ
の
か
ぎ
り
で
第
一
次
大
戦
後
に
は
、
資
本
主
義
の
他
界
史
的
発
展
を
主
導
す
る
「
典
型
固
」
と
し
て
の
指
導
的
兜
遊
国
・
中
心
 
 
 

国
は
当
然
な
が
ら
あ
り
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
第
一
次
大
戦
以
前
に
お
け
る
資
本
中
心
に
組
織
化
さ
れ
て
展
開
す
る
体
制
か
ら
、
 
 

第
一
次
大
戦
後
以
降
に
は
国
家
に
よ
っ
て
経
済
組
織
化
さ
れ
て
成
立
つ
体
制
へ
資
本
主
義
が
変
容
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
に
と
ど
ま
る
の
 
 

で
あ
る
。
そ
こ
で
も
、
生
産
力
を
も
っ
と
も
発
展
さ
せ
圧
倒
的
経
済
力
を
も
つ
先
進
的
資
本
主
義
団
が
国
際
経
済
関
係
の
編
成
を
主
導
し
、
指
導
 
 

的
影
響
を
及
ぼ
し
、
他
方
爾
余
の
諸
国
が
そ
れ
に
よ
っ
て
決
定
的
支
配
的
影
響
を
う
け
る
関
係
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
 
 

で
あ
る
。
商
品
経
済
形
態
を
基
本
と
す
る
資
本
主
義
で
あ
る
以
上
、
対
外
経
済
関
係
抜
き
の
資
本
主
義
国
は
あ
り
え
ず
、
そ
の
国
際
経
済
関
係
の
 
 

な
か
で
優
越
し
た
生
産
力
・
経
済
力
を
も
つ
強
国
に
た
い
し
て
、
爾
余
の
諸
国
が
適
応
・
追
随
せ
ざ
る
を
え
な
い
関
係
が
あ
る
の
は
変
り
な
い
の
 
 

で
あ
る
。
第
二
に
、
「
第
一
次
大
戦
後
は
…
…
世
界
経
済
の
多
極
化
が
い
ち
じ
る
し
く
す
す
み
」
、
「
分
裂
と
多
極
化
」
の
時
代
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
 
 

指
導
的
影
響
力
を
ふ
る
う
中
心
国
は
存
在
し
な
い
。
「
国
家
独
占
資
本
主
義
は
…
‥
・
多
元
的
な
中
心
を
も
っ
た
世
界
経
済
」
で
、
「
日
本
資
本
主
義
 
 

も
、
こ
の
多
元
的
中
心
の
ひ
と
つ
に
な
」
 
っ
て
い
る
 
（
同
、
叫
八
四
、
鵬
六
三
、
一
九
七
京
）
 
と
い
う
主
張
は
、
三
〇
年
代
は
と
も
か
く
、
明
ら
 
 

か
に
第
二
次
大
戦
後
 
－
 
当
然
「
国
独
資
」
 
の
時
代
で
あ
る
 
ー
 
の
事
実
と
合
致
し
て
い
な
い
。
第
二
次
大
戦
彼
の
世
界
に
し
め
る
ア
メ
リ
カ
の
 
 

現
代
資
本
主
義
と
資
本
主
義
の
「
世
界
性
」
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六
四
 
 

経
済
力
は
、
一
九
世
紀
中
葉
の
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
を
も
上
回
っ
て
圧
倒
的
で
あ
り
二
八
六
〇
年
に
お
け
る
全
世
界
の
工
共
生
産
に
し
め
る
イ
ギ
 
 

リ
ス
の
割
合
が
三
六
％
で
あ
っ
た
の
に
た
い
し
て
、
た
と
え
ば
一
九
六
一
年
に
お
け
る
資
本
主
轟
世
界
の
工
業
生
産
全
体
に
し
め
る
ア
メ
リ
カ
の
 
 

比
率
は
四
四
・
七
％
に
達
し
て
い
る
）
、
そ
の
絶
対
的
優
位
の
経
済
力
を
基
礎
に
し
て
ア
メ
リ
カ
が
戦
後
世
界
に
お
い
て
指
導
的
影
響
力
を
発
揮
 
 

し
、
I
M
F
・
G
A
T
T
等
統
一
的
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
主
導
し
た
の
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
ま
た
日
本
資
本
主
義
を
、
ア
メ
リ
カ
 
 

資
本
主
義
と
並
列
し
て
「
多
元
的
中
心
の
ひ
と
つ
」
と
し
て
位
置
付
け
て
し
ま
っ
て
は
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
中
心
に
世
界
経
済
が
編
成
き
れ
、
か
つ
 
 

日
本
が
対
米
依
存
・
対
米
寄
生
に
よ
っ
て
初
め
て
経
済
成
長
を
実
現
し
え
た
事
実
な
ど
が
全
く
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
そ
う
 
 
 

し
た
大
内
氏
の
見
解
の
基
礎
に
は
、
「
資
本
主
義
的
国
際
経
済
関
係
な
る
も
の
は
、
あ
く
ま
で
諸
国
間
の
相
互
関
係
」
に
す
ぎ
ず
、
「
世
界
経
済
と
 
 
 

い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
も
こ
の
諸
国
民
経
済
が
形
づ
く
る
国
際
関
係
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
 
（
同
、
一
八
三
、
一
八
七
京
）
と
い
う
、
世
界
資
本
主
義
 
 

的
関
係
な
い
し
資
本
主
義
の
「
世
界
性
」
を
無
視
し
た
氏
特
有
の
一
国
資
本
主
義
諭
が
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
 
 
 

第
二
次
大
戦
後
に
文
字
通
り
の
指
導
国
と
し
て
台
頭
し
た
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
は
も
は
や
た
ん
な
る
金
融
資
本
支
配
・
主
導
の
帝
国
主
 
 

義
で
は
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
ア
メ
リ
カ
ー
非
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
国
際
経
済
関
係
は
、
古
典
的
帝
国
主
義
期
の
そ
れ
と
相
違
し
、
そ
れ
 
 

ゆ
え
に
こ
そ
ア
メ
リ
カ
の
現
代
資
本
主
義
的
発
展
に
対
応
し
主
導
さ
れ
て
、
日
本
・
E
C
・
ア
ジ
ア
N
I
E
S
が
高
著
横
・
高
成
長
・
工
 
 

業
化
で
き
た
 
－
 
そ
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
外
部
に
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
を
上
回
る
生
産
力
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
圧
迫
に
よ
り
同
国
の
基
幹
産
 
 

業
が
衰
退
し
、
ア
メ
リ
カ
中
心
。
主
導
の
戦
後
世
界
経
済
の
成
長
構
造
が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
て
い
る
1
と
い
う
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
資
本
 
 

主
義
の
蓄
積
構
造
と
そ
れ
を
前
提
に
し
て
展
開
し
た
非
米
資
本
主
義
諸
国
の
蓄
積
構
造
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
解
明
し
て
み
 
 

よ
、
つ
。
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